
山野の日当たりの良い場所で見る
ことができる。花は８月～11月ころ
まで咲く。草丈は１ｍを超える高さ
に成長することもあり、いっぱいに
広げた茎に直径1.5㎝ほどの黄色い
花を数多くつける。花は上を向いて
咲くが、咲き終わると頭を垂れ、独
特の風情がある。
ヤクシソウの名の由来は、薬用に
したから、根元の葉が薬師如来の光
背に似ているから、あるいは薬師堂
のそばで見つかったからなど、諸説
あるが真相はわからない。

昼活動するガで、色彩が美しいこ
ともあり、チョウと見間違えられる
ことが多い。幼虫は典型的なシャク
トリムシで、吸盤状の腹脚を欠くこ
とから、足と尾脚だけで尺を取るよ
うに歩行する。静止時には尾脚でつ
かまり、頭を空中に投げ出し、硬直
する姿は枝に擬態しているように思
われる。
長岡では林縁の明るい環境を好ん
で飛翔し、まれに花に集まるのが観
察される。

自然観察�９月 196

「
米
百
俵
」
は
、
平
成
十
三
年

五
月
七
日
の
小
泉
純
一
郎
首
相
の

所
信
表
明
演
説
に
よ
り
、
一
躍
全

国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
千
秋
が
原
ふ
る
さ

と
の
森
に
建
つ
米
百
俵
の
群
像
も

長
岡
の
新
名
所
と
し
て
、
大
勢
の

人
た
ち
が
訪
れ
ま
す
。

こ
の
ブ
ロ
ン
ズ
の
群
像
は
、
山

本
有
三
の
戯
曲
「
米
百
俵
」
を
東

京
・
歌
舞
伎
座
で
上
演
し
た
と
き

の
一
場
面
を
再
現
し
た
も
の
で
す
。

平
成
三
年
十
月
に
ふ
る
さ
と
創
生

一
億
円
事
業
で
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

全
部
で
十
二
体
あ
り
、
重
さ
は
一

体
約
一
ト
ン
。
原
型
は
、
長
岡
市

美
術
協
会
彫
塑
部
門
の
六
人
の
委

員
が
制
作
し
、
高
岡
市
で
鋳
造
さ

れ
ま
し
た
。

山
本
有
三
の
戯
曲
「
米
百
俵
」

で
実
在
の
人
物
と
し
て
登
場
す
る

の
は
、
小
林
虎
三
郎
（
長
岡
藩
大

参
事
）
と
岸
宇
吉
（
町
の
唐
物
商
）

の
二
人
だ
け
で
、
ほ
か
は
架
空
の

人
物
で
す
。

群
像
の
手
前
の
少
年
と
母
親
は
、

歌
舞
伎
座
で
の
場
面
に
も
登
場
し

な
い
人
た
ち
で
す
。
群
像
を
制
作

す
る
際
に
「
米
百
俵
の
精
神
」
を

引
き
継
ぐ
新
し
い
世
代
を
象
徴
す

る
像
と
し
て
、
新
た
に
付
け
加
え

ら
れ
ま
し
た
。

人
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
方
と
し
て
、
今
や
世
界
に
知
ら

れ
る
「
米
百
俵
の
精
神
」。
迫
力
あ

る
群
像
の
前
に
立
つ
と
、
小
林
虎

三
郎
が
生
き
た
激
動
の
幕
末
維
新

期
に
思
い
を
は
せ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

背景の石柱は刀をイメージして造られて
おり、藩士らが「米を分けろ」と大参事の
小林虎三郎に迫る、緊張した場面を表現し
ています。

▲米百俵の群像
（寺島町・千秋が原ふるさとの森） 米

こ
め

百ひ
ゃ
っ

俵ぴ
ょ
う

の
群ぐ

ん

像ぞ
う

(1
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平成15年９月１日発行古紙配合率70％再生紙を使用しています� 大豆インクを使用しています�

問い合わせ＝環境業務課†24・2837

10月１日から、「資源有効利用促進法」に基づいて、
パソコンの製造・輸入販売業者が家庭から出される使
用済みパソコンの回収やリサイクルを有料で行うこと
になります。これに伴い、現在、｢燃やさないごみ｣とし
て市が収集している家庭用パソコンは、10月１日以降
は市で収集をしなくなります。「ごみステーション」に
はパソコンを出せなくなりますのでご注意ください。
使用済みパソコンの回収の流れは次のとおりです。

①業者へのパソコン回収の申し込み
パソコンの製造・輸入販売業者に回収を申し込みます。申し込み先は、
今月中に各業者がホームページや販売店などを通じてお知らせします。
※市では申し込み受け付けや回収は行いませんのでご注意ください。

②費用（リサイクル料金）の支払い
費用はリサイクル料金として業
者に支払います。申し込むと業者
から振込用紙が送付されますの
で、お近くの郵便局・コンビニエン
スストア等で振り込んでください。
なお、平成15年10月以降に購入

するパソコンは、購入時にリサイ
クル料金を先払いしますので、回
収時の支払いはありません。

③パソコンの梱包と郵便局専用送付伝票の張り付け
業者から郵便局専用の送付伝票が送付されます（回収は郵便局が行い
ます）。パソコンを箱などで梱包し、見える所に送付伝票を張ります。

④郵便局への戸口回収の依頼
送付伝票に記載されている郵便局に電話で回収を依頼します。
なお､最寄りの郵便局（簡易郵便局を除く）へ持ち込むこともできます。

～ 10月１日から家庭用パソコンの回収･リサイクルが始まります～

17

か
ら
も
の

▲液晶ディスプレー
一体型パソコン

対　象　製　品�

 リサイクル料金の目安（1台当たり）�
  一部業者の参考料金（平成15年８月８日現在）

リサイクル料金�
（消費税別）�

3,000円�

3,000円�

3,000円�

3,000円�

4,000円�

4,000円�

ノ ー ト パ ソ コ ン �

液 晶 デ ィ ス プ レ ー �

液晶ディスプレー一体型パソコン�

デスクトップパソコン本体�

ＣＲＴデ ィ ス プ レ ー �

ＣＲＴディスプレー一体型パソコン�

2003
No.5899

　環境や自然に関心を持ってもらおうと開催した「夏休みこ
ども環境探検隊」には小・中学生約40人が参加。東山の自然
観察林では、樹木の模様や葉の形などを観察しながら自然に
親しみました。�

市政ニュース ……………………………………………  ２～５�

歴史シンポジウム長岡歴史会談 ………………………  ６、７�

全国花火サミット in 長岡2003 ………………………  ８、９�

お知らせ …………………………………………………  10～27

■表紙　夏休みこども環境探検隊の森林観察�
�（８月11日・東山ファミリーランドの自然観察林）�

新市将来構想の素案を協議、�
南循環バスが10月から運行 ほか�
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私
た
ち
の
ま
ち
で
、
あ
な
た
が

大
切
に
し
た
い
と
思
う
建
物
や
素

敵
に
感
じ
る
建
物
な
ど
は
あ
り
ま

す
か
。
ま
た
、
美
し
い
都
市
景
観

の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
人
を
ご

存
じ
で
す
か
。

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
長
岡
の
良
好
な
景
観
に
つ
い
て

考
え
、
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た

め
、
「
長
岡
市
都
市
景
観
賞
」
を

新
た
に
創
設
し
ま
す
。

都
市
景
観
賞
は
「
長
岡
市
都
市

景
観
条
例
」
に
基
づ
き
、
長
岡
ら

し
い
優
れ
た
景
観
を
守
り
、
育
て
、

つ
く
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
建

築
物
や
活
動
団
体
な
ど
を
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
推
薦
を
も
と
に
選

定
し
、
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
歴
史
の
あ
る
建
物
で

大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
、

優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
ま
ち
な
み
の

形
成
に
貢
献
し
て
い
る
住
宅
や
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
、
緑
化
や
美
化
活
動

に
よ
り
景
観
の
向
上
に
努
め
て
い

る
団
体
な
ど
が
推
薦
の
対
象
で
す
。

み
な
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
、

素
敵
な
景
観
を
つ
く
り
出
し
て
い

る
建
物
や
、
美
し
い
景
観
づ
く
り

の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
人
な
ど

を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市政ニュース�NAGAOKA

森市長がホンデュラス共和国を訪問
８月11日～15日、森市長が中米のホンデュラ

ス共和国を訪問しました。
ホンデュラスでは現在、戯曲「米百俵」が首都テグ
シガルパの国立劇場や地方都市で上演され、大成功を
収めています。このたびの訪問は、同国からの招請に
応え、「米百俵の精神」の普及と同国との交流を図る
ために市長が訪れたものです。

現地では、マドゥ
ーロ大統領を表敬訪
問し、「米百俵の精
神」や教育の重要性
などについて懇談。
初めてホンデュラス
を訪れた日本の自治
体の首長として歓迎
されました。
そのほか滞在中に

は、文化大臣やテグシガルパ市長、中南米10カ国の駐
ホンデュラス大使などとの会談、国立劇場での「米百
俵」の観劇、文化・教育施設の視察などを行いました。
今回の訪問を通して、さらに世界に広がった「米百

俵の精神」。長岡の誇るこの精神が今後、中南米各国
での人づくりに役立つことが期待されます。

「米百俵」長岡公演へどうぞ
山本有三原作の戯曲を新たに書き改めた「米百俵」

三幕を京都のすわらじ劇園が上演します。小林虎三郎
の魅力と河井継之助の苦悩が織り交ざる、民衆の視点
で描かれた作品は、全国の巡回公演でも大好評です。
最終公演となる長岡公演をぜひご覧ください。

日時＝10月１日貉午後６時30分から
会場＝市立劇場大ホール
料金（前売り）＝大人2,000円、中・高校生1,500円、

小学生1,000円（当日大人500円増）
問い合わせ＝すわらじ劇園米百俵長岡公演実行委員会　　

蕁36・4750

あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の

景
観
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

優
れ
た
景
観
づ
く
り
に
貢
献
す
る
建
物
や
活
動
を
表
彰

都
市
景
観
賞
を
創
設
し
ま
す

tあなたのまちの身近なところにも
素敵な景観があります

第１回 都市景観賞 候補募集
〔推薦の対象〕
①市内の建築物（住宅・店舗・事務所・倉庫・工場な
ど）、工作物（看板・柵・モニュメント・門・塀な
ど）、庭園、樹木、並木等で次のようなもの（国ま
たは地方公共団体等の所有・管理するものは除く）
●歴史的価値や地域の伝統を受け継ぎ、長年にわた
って良好に維持されているもの
●周辺環境に調和するデザインまたは地域の景観を
リードするデザインにより、美しい都市景観をつ
くり出しているもの

②都市景観に貢献する地域活動など（まちづくり活動、
緑化活動、美化活動など）を行っている個人、団体

〔応募方法〕
10月15日貉まで（必着）に、推薦するものまたは人、

団体の名称、所在地、選んだ理由、応募者の住所、氏
名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号を記入し、〒
940－8501長岡市役所都市政策課へ郵送または持参、
FAX39・2270、Ｅメールtoshisei@city.nagaoka.niigata.jp
で（１人何点でも応募可。自薦、他薦は問いません）
専用応募はがきは、市民情報ラウンジ（市役所１階）、
ながおか市民センター、各図書館、各地区公民館にあ
ります。また、応募者の中から、抽選で50人に図書券
を贈呈します。
〔表彰式〕来年１月（予定）

問い合わせ＝都市政策課蕁３９・２２２５

将
来
構
想
の
策
定
に
あ
た
っ
て

協
議
会
で
は
、
長
岡
地
域
八
市
町

村
の
住
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
住
民
代
表
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
参
加
型
検
討
会
）」、
各
首
長

や
議
会
代
表
者
、
有
識
者
へ
の
聞

き
取
り
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

将
来
構
想
で
は
、
そ
こ
で
得
ら

れ
た
住
民
の
新
市
へ
の
思
い
や
期

待
の
ほ
か
、
長
岡
地
域
が
持
つ
特

色
の
あ
る
地
域
資
源
を
整
理
し
、

新
し
い
長
岡
市
が
ど
の
よ
う
な
価

値
を
持
つ
市
を
目
指
す
の
か
を
、

四
つ
の
「
新
市
地
域
ら
し
さ
価
値
」

と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

ま
た
構
想
に
は
、
そ
の
価
値
を

高
め
て
い
く
た
め
に
実
現
す
べ
き

重
点
課
題
や
、
八
市
町
村
そ
れ
ぞ

れ
が
地
域
の
資
源
を
活
用
し
て
取

り
組
む
「
地
域
別
整
備
・
活
動
方

針
」
と
施
策
の
方
向
性
も
盛
り
込

ま
れ
ま
す
。

例
え
ば
長
岡
市
の
場
合
で
は
、

「
産
学
官
の
連
携
体
制
が
充
実
し
、

世
界
に
通
用
す
る
技
術
を
有
す
る

企
業
が
多
い
」
「
米
百
俵
の
精
神

と
活
発
な
市
民
力
」
と
い
っ
た
資

源
を
生
か
す
、
地
域
別
整
備
・
活

動
方
針
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
新

た
な
施
策
の
方
向
性
を
示
し
ま
す
。

小
委
員
会
で
は
、
四
つ
の
「
新

市
地
域
ら
し
さ
価
値
」
に
共
通
し
、

新
し
い
長
岡
市
の
姿
勢
を
表
す
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
な
る
「
新
市
統
合
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
も
検
討
。
そ

の
中
で
、
長
岡
地
域
の
誠
実
な
人

間
性
と
人
材
育
成
の
精
神
な
ど
を

表
現
す
る
言
葉
と
し
て
い
く
つ
か

の
候
補
を
挙
げ
、
「
次
代
を
担
う

若
者
に
大
き
な
希
望
を
与
え
る
言

葉
に
」
「
活
気
に
あ
ふ
れ
、
元
気

に
満
ち
た
い
き
い
き
都
市
を
表
す

よ
う
な
内
容
に
」
と
い
っ
た
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

◇
　
　
　
　
　
◇

新
市
将
来
構
想
の
素
案
は
、
九

月
三
日
に
開
催
さ
れ
る
第
八
回
任

意
合
併
協
議
会
で
さ
ら
に
検
討
を

加
え
、
十
月
こ
ろ
ま
で
に
は
新
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
決

定
さ
れ
ま
す
。

９
月
開
催
の
任
意
合
併
協
議
会
で

「
新
市
将
来
構
想
」
の
素
案
を
協
議

「
合
併
後
の
新
し
い
長
岡
市
は
、
ど
ん
な
ま
ち
を
目
指
す
べ
き

か
」
―
―
。
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
の
「
新
市
将
来
構
想
策

定
小
委
員
会
」
で
は
、
新
長
岡
市
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
を
示
す
「
将
来
構
想
」
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

八
月
に
は
会
議
を
三
回
開
催
す
る
な
ど
、
構
想
の
検
討
も
い
よ

い
よ
大
詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す
。

▲マドゥーロ大統領（右から２人目）と
の懇談で（８月12日・大統領府）

新
市
統
合
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討

住
民
の
声
を
も
と
に
４
つ
の
地

域
ら
し
さ
価
値
を
設
定

▲第９回新市将来構想策定小委員会
（８月８日・市役所大会議室）

新市将来構想の「統合ビジョン」と４つの「新市地域らしさ価値」

新市地域らしさ価値１
独創企業が生まれ育つ都市～誠実さが
生み出す「技」立国・新ながおか～

長岡地域の誠実な人間性と起業の精
神や人材を育む伝統的な風土に由来す
る「技」。これをさらに発展させるこ
とで、価値創造型の産業地形成を図り
ます。

新市地域らしさ価値３
世代がつながる安住都市
～未来人

みら い び と

を育む資源博物館・新ながおか～
さまざまな体験を生み出す多様な地域

資源を持つ長岡地域。この豊かな環境で、
高齢者や未来を生きる子どもたちをはじ
め住民の「住みやすさ」「育ちやすさ」を
志向することにより、すべての世代をつ
なぐ安らぎの住まい都市を実現します。

新市地域らしさ価値４

世界をつなぐ和らぎ交流都市
～｢人｣ ｢ものがたり｣ ｢競和国｣・新ながおか～

新市各地の｢技｣｢食｣｢人｣という文化。
世界に発信できるこの個性豊かな文化
を地域資源として活用し、持ち味を競
演しながら、温かみと和らぎのある交
流が行われる都市を目指します。

新市地域らしさ価値２
元気に満ちた米産地～まごころ米

まい

の
生まれる里・新ながおか～

長岡地域の安全でおいしい米や野菜を
生み出す自然と人間のエネルギーを、農
業分野を越えて地域文化を踏まえた観光

や交流にも生かし、日本人を元
気にする可能性を追求します。新市統合ビジョン

「長岡地域に受け継がれる誠実な人間性と人材育成の
精神。長岡地域にとって『人』こそ『財

たから

』であり、人
びとの可能性や才能を尊重し、その活動によって繁栄
する都市」を表現する言葉を検討。

例　人は財
たから

、悠久の都市・新ながおか　など
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現
在
、
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
と
宮
内
方

面
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
長
岡
駅
大
手
口
と
東
口
を
そ
れ

ぞ
れ
発
着
地
と
す
る
越
後
交
通
㈱

の
路
線
が
あ
り
ま
す
。

十
月
か
ら
こ
れ
ら
の
路
線
が
再

編
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
の
南
側
を

中
心
に
鉄
道
の
東
西
を
結
ぶ
南
循

環
バ
ス
路
線
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

こ
の
南
循
環
バ
ス
路
線
の
開
設

に
よ
り
、
中
心
市
街
地
と
沿
線
の

公
共
施
設
な
ど
と
の
連
絡
性
が
よ

り
高
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
既
存
の
バ
ス
路
線
と
の

乗
り
換
え
や
電
車
と
の
乗
り
継
ぎ

が
便
利
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
心
市
街
地
に
集
う

市
民
の
み
な
さ
ん
の
利
便
性
も
高

ま
る
こ
と
か
ら
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

バ
ス
は
超
低
床
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ

型
で
、
床
の
高
さ
が
約
三
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
と
低
い
た
め
、
歩
道

か
ら
の
段
差
が
ほ
と
ん
ど
な
く
楽

に
乗
り
降
り
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
専
用
の
ス
ロ
ー
プ
を
使

っ
て
、
車
い
す
に
乗
っ
た
ま
ま
ス

ム
ー
ズ
に
乗
り
降
り
が
で
き
ま
す
。

車
内
に
は
車
い
す
専
用
の
場
所
も

あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
や

つ
か
ま
り
棒
を
多
く
し
た
り
、
降

車
ボ
タ
ン
の
位
置
を
低
く
し
た
り

す
る
な
ど
、
高
齢
者
や
体
の
不
自

由
な
人
が
利
用
し
や
す
い
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
大
手
口
と

宮
内
駅
、
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
東
口
と
宮

内
駅
を
結
ん
で
い
る
二
つ
の
路
線

は
、
原
則
と
し
て
南
循
環
バ
ス
路

線
に
整
理
・
統
合
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
通
勤
・
通
学
な
ど
で
利
用

者
の
多
い
時
間
帯
に
は
、
現
行
の

ル
ー
ト
で
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
東
口
と
下

条
・
滝
谷
・
蓬
平
方
面
を
結
ぶ
路

線
は
、
バ
ス
の
発
着
時
刻
が
変
わ

る
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
と
中
央
綜

合
病
院
を
結
ぶ
路
線
は
、
南
循
環

バ
ス
の
路
線
と
重
複
す
る
た
め
廃

止
さ
れ
ま
す
。

新
た
な
発
着
時
刻
等
に
つ
い
て

は
、
越
後
交
通
㈱
乗
合
バ
ス
課
蕁

29
・
１
１
１
５
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◇
　
　
　
　
　
　
◇

南
循
環
バ
ス
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
都
市
政
策
課
蕁
39
・

２
２
２
５
へ
ど
う
ぞ
。

こ
の
た
び
長
岡
市
は
、
経
済
産

業
省
か
ら
「
起
業
家
教
育
先
進
都

市
」
の
指
定
を
受
け
、
市
内
の
小

・
中
学
校
で
「
起
業
家
教
育
モ
デ

ル
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
内
で
は
初
め
て
の

取
り
組
み
で
す
。

起
業
家
教
育
モ
デ
ル
事
業
は
、

起
業
家
は
も
ち
ろ
ん
、
仕
事
を
持

つ
社
会
人
に
求
め
ら
れ
る
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
」
や
さ
ま
ざ
ま
な

「
自
律
的
能
力
」
を
は
ぐ
く
む
と

と
も
に
、
失
敗
を
恐
れ
な
い
こ
と

や
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
仕
事
の
楽
し
さ

な
ど
に
気
づ
く
き
っ
か
け
を
つ
く

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

事
業
は
二
学
期
か
ら
、
小
学
六

年
生
と
中
学
生
を
対
象
に
、
三
十

学
級
程
度
で
総
合
的
な
学
習
の
時

間
を
利
用
し
て
行
い
ま
す
。

授
業
で
は
、
起
業
家
教
育
用
に

開
発
さ
れ
た
「
貿
易
取
引
ゲ
ー
ム
」

を
行
い
ま
す
。

こ
の
ゲ
ー
ム
は
、
四
、
五
人
で

チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
七
、
八
カ
国

の
仮
想
の
国
に
分
か
れ
て
、
ビ
ジ

ネ
ス
を
疑
似
体
験
す
る
も
の
で
す
。

支
給
さ
れ
る
資
源
（
紙
）
や
お
金

な
ど
を
有
効
に
活
用
し
て
製
品
を

生
産
し
、
貿
易
取
引
を
し
ま
す
。

そ
し
て
、
各
チ
ー
ム
で
工
夫
を
凝

ら
し
な
が
ら
、
時
間
内
に
ど
れ
だ

け
多
く
の
資
産
を
獲
得
し
た
か
を

競
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
こ
の
ゲ
ー
ム
を

通
じ
、
楽
し
み
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス

や
仕
事
を
身
近
に
感
じ
、
そ
の
面

白
み
な
ど
を
体
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
課

題
を
発
見
す
る
力
・
解
決
す
る
力

が
養
わ
れ
る
ほ
か
、
情
報
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
気
づ
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
「
気
づ
き
」
や

「
発
見
」
が
総
合
的
な
学
習
を
は

じ
め
、
他
の
教
育
活
動
に
も
広
く

生
か
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
「
生

き
る
力
」
の
育
成
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

既
存
の
バ
ス
路
線
の
一
部
が
変

更
さ
れ
ま
す

10
月
１
日
か
ら
、
長
岡
駅
と
宮
内
地
区
を
つ
な
ぐ

南
循
環
バ
ス
が
走
り
ま
す

一
周
は
約
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
市
役
所
や
南
部
体
育
館
、
市
民
体
育
館
、

中
央
綜
合
病
院
な
ど
の
施
設
を
経
由
し
ま
す
。

走
る
バ
ス
は
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た

福
祉
対
応
型
の
も
の
で
す
。

２
学
期
か
ら
市
内
30
学
級
で
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

長
岡
市
が
起
業
家
教
育
先
進
都
市

に
指
定
さ
れ
ま
し
た

移
動
や
乗
り
換
え
が
便
利
に

福
祉
対
応
型
バ
ス
が
走
り
ま
す

授
業
で
貿
易
取
引
を
疑
似
体
験

し
ま
す

楽
し
み
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
発
見
し
、
学
び
ま
す

▲実施にあたり、阪之上小学校で行われた模擬
授業（７月17日）

●南循環バスの走行順路
内回り＝ＪＲ長岡駅大手口～市役所～宮内

駅角～市民体育館～ＪＲ長岡駅東
口～中央綜合病院～ＪＲ長岡駅大
手口

外回り＝ＪＲ長岡駅大手口～中央綜合病院
～ＪＲ長岡駅東口～市民体育館～
宮内駅角～市役所～ＪＲ長岡駅大
手口

●ＪＲ長岡駅発着場所（乗り場）
大手口＝⑩番線　東口＝③番線

●運行時刻
ＪＲ長岡駅大手口始発
内回り＝午前７時５分　外回り＝午前７時
ＪＲ長岡駅大手口最終
内回り＝午後９時５分　外回り＝午後９時
※この間、１時間間隔で運行され、１時間
で路線を一周します。

●運賃
初乗り＝150円、最高＝190円

起
業
家
的
精
神
を
持
っ
た

人
材
を
育
成

市政ニュース�NAGAOKA

▲超低床ノンステップバス
市では運行維持費の一部などを

助成します



７ ６

第
一
部
は
、
特
色
あ
る
教
育
政
策
を
進

め
、
戊
辰
戦
争
で
東
西
両
軍
に
分
か
れ
て

戦
っ
た
鹿
児
島
市
、
鶴
岡
市
、
会
津
若
松

市
、
長
岡
市
の
四
市
長
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
。「
教
育
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
熱
い
教
育
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

◇
　
　
　
　
　
◇

森
◇
出
席
の
三
市
は
、
江
戸
時
代
に
立
派

な
藩
校
が
あ
り
、
幕
末
か
ら
今
ま
で
教
育

に
よ
っ
て
有
為
な
人
物
を
輩
出
し
て
い
ま

す
。
そ
の
地
域
の
市
長
が
集
ま
り
、
教
育

に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

で
は
始
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
は

ぐ
く
ま
れ
た
教
育
の
特
色
に
つ
い
て
話
し

て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

赤
崎
◇
戊
辰
戦
争
で
は
、
敵
味
方
に
分
か

れ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
国
を
思
い
、

新
し
い
時
代
を
求
め
、
信
念
を
持
っ
て
命

を
か
け
て
行
動
し
た
先
人
た
ち
に
思
い
を

寄
せ
る
と
、
改
め
て
心
が
痛
み
ま
す
。

鹿
児
島
市
に
室
町
時
代
か
ら
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
る
「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」

に
「
い
に
し
へ
の
道
を
聞
き
て
も

唱
へ
て
も
我
が
行
い
に
せ
ず
ば
甲

斐
な
し
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
「
昔
の
立
派
な
教
え
や
学
問

を
唱
え
る
だ
け
で
実
行
し
な
け
れ

ば
役
に
立
た
な
い
。
実
行
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
行
動
力
や

実
践
力
を
求
め
た
も
の
で
す
。
薩
摩
の
明

治
維
新
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
こ
う
い
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
、
今
も
な
お
、
鹿
児

島
の
人
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

富
塚
◇
庄
内
藩
校
の
「
致ち

道ど
う

館か
ん

教
育
」
は
、

義
を
重
ん
ず
る
と
い
う
基
本
的
な
精
神
を

踏
ま
え
つ
つ
、
あ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

や
能
力
に
応
じ
て
自
由
に
育
て
る
と
い
う

も
の
で
す
。
教
育
の
内
容
よ
り
も
む
し
ろ

教
育
の
方
法
論
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。

菅
家
◇
会
津
藩
校
の
「
日に

っ
新し

ん
館か

ん
教
育
」
に

「
な
ら
ぬ
こ
と
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
教
え

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
会
津
人
の
頑
固

で
強
情
、
潔
癖
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
築

き
上
げ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
思
う

と
、
こ
の
会
津
人
の
純
粋
さ
と
強
い
主
従

関
係
が
相
ま
っ
て
戊
辰
戦
争
に
進
ん
で
い

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

森
◇
長
岡
人
は
、
と
て
も
粘
り
強

く
て
忍
耐
強
い
。
で
す
か
ら
、
小

林
虎
三
郎
は
典
型
的
な
長
岡
人
で

あ
っ
た
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
彼

は
、
幕
末
に
余
儀
な
く
蟄
居

ち
っ
き
ょ

し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

間
も
め
げ
る
こ
と
な
く
、『
興
学
私
議
』
を

着
々
と
書
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

菅
家
◇
文
久
三
年（
一
八
六
三
）八
月
十
八

日
の
政
変
で
会
津
藩
と
薩
摩
藩
は
手
を
組

み
、
長
州
藩
に
対
し
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
起

こ
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
薩
長
同
盟
に
よ

っ
て
会
津
藩
は
裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
後
、
薩
摩
藩
は
、
西
郷
隆
盛

と
い
う
カ
リ
ス
マ
的
な
人
物
を
要
し
な
が

ら
西
南
戦
争
で
敗
北
し
ま
し
た
。
そ
の
点

で
、今
の
会
津
の
人
た
ち
は
、薩
摩
に
対
し

て
、
そ
れ
ほ
ど
恨
み
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

歴
史
そ
の
も
の
が
非
常
に
風
化
し
て
い

る
こ
と
を
危き

惧ぐ

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
次
の
世
代
に
歴
史
を
継
承
し
て
い
く

こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

富
塚
◇
戊
辰
戦
争
で
庄
内
藩
は
、
江
戸
薩

摩
藩
邸
焼
き
討
ち
を
行
っ
た
た
め
、
新
政

府
か
ら
相
当
な
刑
罰
を
受
け
る
覚
悟
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
西
郷
隆
盛
の
特
別
な
配

慮
に
よ
り
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
庄
内

歴
史
や
風
土
が
人
づ
く
り
を
培
っ
た

次
世
代
に
歴
史
を

継
承
し
て
い
く
こ
と
も
大
切

藩
の
人
々
は
西
郷
の
す
ば
ら
し
い
人
格
に

感
銘
し
、
そ
の
後
も
交
流
を
続
け
ま
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
、
鹿
児
島
市
と
鶴
岡
市
は

「
兄
弟
都
市
」
を
締
結
し
、
現
在
は
子
ど

も
た
ち
を
中
心
に
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

赤
崎
◇
薩
摩
の「
郷
中

ご
じ
ゅ
う
教
育
」は
、
文
禄
・

慶
長
の
役
（
一
五
九
二
―
九
八
）
の
こ
ろ
、

残
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
風
紀
が
乱
れ
な

い
よ
う
に
始
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
特
徴
は
、「
年
長
者
は
年
少
者
を
指

導
し
、
年
少
者
は
年
長
者
を
尊
敬
す
る
。

団
体
の
中
で
一
緒
に
学
び
遊
ぶ
」
と
い
う

も
の
で
す
。「
負
け
る
な
」「
う
そ
を
つ
く

な
」「
弱
い
者
を
い
じ
め
る
な
」
な
ど
、
人

と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
最
も
必
要
な

こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
出

て
き
た
の
が
、
幕
末
の
西
郷
隆
盛
で
あ
り
、

大
久
保
利
通
で
す
。

森
◇
郷
中
教
育
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
今
一

番
求
め
ら
れ
て
い
る
異
年
齢
の
集
団
教
育

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
い
じ
め
や
不
登

校
は
、
基
本
的
に
集
団
の
中
で
他
人
と
の

関
係
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た
場
合
に

別
の
形
で
出
て
い
る
問
題
で
す
。

赤
崎
◇
今
、
鹿
児
島
市
の
学
校
か
ら
い
じ

め
や
不
登
校
を
な
く
す
た
め
、

ど
の
よ
う
な
教
育
が
必
要
か
を
市

民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
昨
年
度
、
二
十

一
世
紀
の
「
郷
中
教
育
」
の
提
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

森
◇
長
岡
市
で
は
、
小
中
学
生
の
「
長
岡

の
人
材
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

外
部
の
指
導
者
の
も
と
で
、
学
校
や
学
年

の
枠
を
超
え
て
ス
ポ
ー
ツ
や
英
語
な
ど
を

一
緒
に
学
ん
で
い
ま
す
。
人
と
の
つ
き
あ

い
方
が
学
べ
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
意
味
が

あ
り
、
長
岡
独
特
の
政
策
と
し
て
注
目
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
に
他
人
と

ど
う
接
し
て
い
く
か
を
き
ち
ん
と
教
え
て

い
く
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
二

十
一
世
紀
の
「
郷
中
教
育
」
と
い
う
の
は

大
変
興
味
が
あ
り
ま
す
。

赤
崎
◇
「
国
家
百
年
の
大
計
は
教
育
に
あ

り
」。
こ
れ
は
、
米
百
俵
の
精
神
「
人
づ
く

り
は
ま
ち
づ
く
り
」
と
全
く
相
通

じ
る
も
の
で
す
。
私
も
ま
ず
、
生

き
生
き
と
元
気
な
市
民
で
い
っ
ぱ

い
に
す
る
こ
と
が
元
気
な
ま
ち
を

つ
く
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

菅
家
◇
会
津
若
松
市
で
は
、
二
十
一
世
紀

を
担
う
会
津
人
の
育
成
を
市
民
一
人
ひ
と

り
の
課
題
と
し
、
共
通
の
指
針
で
あ

る
「
あ
い
づ
っ
こ
宣
言
」
を
策
定
し
ま
し

た
。「
人
を
い
た
わ
り
ま
す
」「
あ
り
が
と

う
、
ご
め
ん
な
さ
い
を
言
い
ま
す
」「
が

ま
ん
し
ま
す
」
な
ど
、
日
新
館
の
教
え
を

参
考
に
し
て
い
ま
す
。

富
塚
◇
私
は
こ
れ
か
ら
、
ソ
フ
ト
の
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
を
教
育
し
、
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
現
代
の
米
百
俵
に
近
づ

く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

森
◇
戊
辰
戦
争
後
、
長
岡
の
人
た
ち
は
、

焼
け
野
原
に
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
ま
ち

を
ど
う
復
興
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
明
確

な
共
通
の
目
的
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
豊
か
な
時
代
の
中
で
、

米
百
俵
の
精
神
を
ど
う
位
置
付
け
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
当
時
と
違

っ
た
環
境
の
中
で
、
私
た
ち
の
世
代
が
子

ど
も
た
ち
に
ど
う
い
う
夢
を
与
え
ら
れ
る

か
、
ど
う
い
う
目
的
を
持
た
せ
る
こ
と
が

で
き
る
か
、
そ
こ
に
か
か
っ
て
い
る
気
が

し
ま
す
。

第
二
部
は
、
四
人
の
歴
史
研
究
者
が
各

地
域
の
藩
校
教
育
の
特
徴
な
ど
を
詳
し
く

紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
一
こ
ま
を
紹
介
し
ま
す
。

「
会
津
藩
校
の
日
新
館
は
、
天
明
の
大

飢
饉（
一
七
八
二
―
八
四
）で
人
々
の
暮
ら

し
が
苦
し
い
と
き
、
家
老
田
中
玄
宰
が
人

材
養
成
の
必
要
性
を
訴
え
、
個
人
の
寄
付

に
よ
り
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
米
百
俵
に
少

し
似
て
い
ま
す
」（
博
物
館
會
津
藩
校
日
新

館
長
・
高
木
厚
保
さ
ん
﹇
会
津
若
松
市
﹈）

「
庄
内
藩
校
致
道
館
は
、
徂
徠
学
を
取

り
入
れ
、
個
性
を
伸
ば
す
教
育
を
進
め
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
幕
府
の
朱
子
学
に
対
抗

し
た
人
づ
く
り
の
教
育
で
す
」（
致
道
博
物

館
長
・
酒
井
忠
久
さ
ん
﹇
鶴
岡
市
﹈）

「
幕
末
の
薩
摩
藩
校
「
造
士
館
教
育
」

は
、「
西
洋
の
軍
艦
を
造
る
こ
と
が
で
き
る

造
船
、
製
鉄
、
紡
績
の
実
学
を
積
極
的
に

学
べ
」
と
説
い
て
い
ま
す
。
薩
摩
は
海
に

面
し
た
地
形
の
た
め
、
諸
外
国
か
ら
国
を

守
れ
る
よ
う
に
い
ち
早
く
近
代
化
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
」（
尚
古
集

成
館
長
・
田
村
省
三
さ
ん
﹇
鹿
児
島
市
﹈）

「
ペ
リ
ー
来
航
を
契
機
に
、
門
閥
制
で

自
分
の
実
力
が
発
揮
で
き
な
い
時
代
か
ら

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
自
由
な

時
代
に
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
実
は
、
ほ
と
ん
ど

の
藩
校
が
幕
末
に
で
き
た

の
で
す
」（
麗
澤
大
学
教
授

・
小
林
虎
三
郎
研
究
家
・

松
本
健
一
さ
ん
）

い
つ
の
時
代
も

人
づ
く
り
が
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

鶴岡市長�
富塚陽一さん�
�

鶴岡市長�
富塚陽一さん�

�
会津若松市長�
菅家一郎さん�

�
会津若松市長�
菅家一郎さん�

�
森民夫長岡市長�
�

�
森民夫長岡市長�

�
鹿児島市長�
赤崎義則さん�
�

�
鹿児島市長�
赤崎義則さん�

じ
っ
し
ん
こ
う

第４回を迎えた長岡歴史会談。今回は、「いまに生きる米百俵と教育」
をメーンテーマに８月３日、ホテルニューオータニ長岡で開催。第１部は
市長シンポジウム、第２部は歴史研究者シンポジウム、そして第３部は萩
市長・野村興兒さんの「松陰と虎三郎の時代」と題した講演が行われ、パ
ネリストらの白熱した議論に約400人が熱心に耳を傾けていました。

▼
歴
史
研
究
者
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
）

し
ょ
う
こ
し
ゅ
う

そ

ら
い

ぞ
う
し
か
ん

せ
い

は
る
な
か
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ご
と
に
解
説
が
つ
く
。
競
技
は
ス

タ
ー
マ
イ
ン
、
十
号
玉
、
創
造
花

火
の
三
部
門
。
花
火
師
が
花
火
の

経
費
を
持
つ
競
技
大
会
は
、
大
会

運
営
面
で
恵
ま
れ
て
い
る
。

大
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
ナ
イ
ア
ガ
ラ

と
、
湖
上
に
半
球
を
え
が
く
花
火

が
左
右
か
ら
迫
る
諏
訪
湖
名
物
水

上
ス
タ
ー
マ
イ
ン
。
諏
訪
湖
花
火

の
特
徴
は
息
つ
く
間
も
な
く
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
打
ち
上
が
る
と
こ
ろ
。

会
場
の
仮
設
ト
イ
レ
は
全
て
水

洗
化
を
完
了
。
待
ち
時
間
や
清
潔

さ
と
い
う
長
年
の
課
題
を
ク
リ
ア

し
た
。
会
場
か
ら
出
る
ご
み
に
は

分
別
用
の
大
き
な
バ
ケ
ッ
ト
を
用

意
。
そ
れ
で
も
会
場
に
残
る
ご
み

は
翌
日
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
を
得
て
収
集
し
て
い
る
。

会
員
企
業
の
協
賛
や
個
人
慶
祝

協
賛
で
打
ち
上
げ
る
ス
ポ
ン
サ
ー

花
火
が
ふ
く
ろ
い
の
特
色
。
五
分

三
十
秒
の
名
曲
ス
タ
ー
マ
イ
ン
、

大
玉
百
連
発
、
創
作
花
火
、
空
中

ナ
イ
ア
ガ
ラ
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
構
成
で
第
一
回
「
し
ず

お
か
観
光
大
賞
」
を
受
賞
。

交
通
渋
滞
緩
和
策
と
し
て
、
主

催
者
側
で
は
駐
車
場
を
用
意
せ
ず
、

公
共
交
通
機
関
と
の
連
携
を
強
化
。

伊
勢
市
は
神
宮
参
拝
に
全
国
か

ら
人
び
と
が
集
う
歴
史
あ
る
ま
ち
。

し
か
し
、
花
火
大
会
が
終
わ
る
と

会
場
は
歩
け
な
い
ほ
ど
の
ご
み
の

山
に
。
何
と
か
し
よ
う
と
昨
年
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
公
募
し
た
ら

北
は
秋
田
、
南
は
兵
庫
ま
で
県
内

外
か
ら
百
二
十
人
も
の
応
募
が
。

赤
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
分
別
指

導
に
取
り
組
む
姿
が
会
場
の
雰
囲

気
を
明
る
く
し
、
大
会
に
華
を
添

え
て
い
る
。
昨
年
度
は
三
重
県
の

「
エ
コ
イ
ベ
ン
ト
（
環
境
に
配
慮

し
た
イ
ベ
ン
ト
）
賞
」
に
輝
く
。

原
爆
と
戦
災
に
よ
る
死
没
者
の

慰
霊
花
火
に
始
ま
っ
た
大
会
と
、

広
島
港
築
港
記
念
の
花
火
大
会
を

統
合
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
。
大

会
統
合
と
個
人
協
賛
者
の
募
集
で

花
火
に
か
け
る
経
費
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
た
。

広
島
港
が
会
場
の
た
め
、
陸
上

と
海
上
の
両
方
の
警
備
が
必
要
。

こ
の
た
め
大
会
経
費
の
四
割
し
か

花
火
に
回
せ
な
い
。
帰
り
の
交
通

渋
滞
、
あ
ふ
れ
る
ご
み
と
ト
イ
レ

の
問
題
に
は
頭
を
痛
め
て
い
る
。

日
本
三
景
の
ひ
と
つ
安
芸
の
宮

島
。
国
宝
厳
島
神
社
の
大
鳥
居
沖

を
打
ち
上
げ
場
所
と
す
る
宮
島
の

水
中
花
火
は
、
写
真
愛
好
家
か
ら

「
日
本
一
絵
に
な
る
花
火
」
と
評

さ
れ
、
島
の
周
囲
に
は
約
５
百
隻

の
観
覧
船
が
ひ
し
め
く
。

島
内
、
海
上
、
対
岸
と
警
備
範

囲
は
年
々
広
が
る
一
方
。
企
業
協

賛
金
の
減
収
で
、
警
備
費
の
増
は

大
会
運
営
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

市
の
中
央
を
流
れ
る
球
磨
川
の

中
州
が
打
ち
上
げ
場
所
。
競
技
に

先
立
ち
花
火
の
形
や
名
称
を
説
明

し
な
が
ら
打
ち
上
げ
る
「
レ
ク
チ

ャ
ー
花
火
」
や
、
採
点
基
準
と
し

て
前
年
優
勝
者
の
花
火
を
打
ち
上

げ
る
「
標
準
玉
」
な
ど
、
観
客
サ

ー
ビ
ス
も
。
大
会
当
日
は
八
代
か

ら
熊
本
方
面
に
約
三
十
キ
ロ
、
高

速
道
は
二
十
キ
ロ
の
交
通
渋
滞
が

発
生
。
駐
車
場
不
足
に
よ
る
渋
滞

を
緩
和
す
る
た
め
、
八
代
港
に
会

場
を
移
す
こ
と
も
検
討
中
。

ど
こ
に
出
か
け
て
も
「
長
岡
の

花
火
は
世
界
一
」
と
自
慢
し
て
い

る
。
打
上
数
や
来
客
数
を
み
れ
ば

長
岡
を
上
回
る
と
こ
ろ
は
あ
る
。

だ
が
、
市
民
の
花
火
へ
の
愛
着
は

ど
こ
に
も
負
け
な
い
。
こ
れ
は
、

戦
災
殉
難
者
の
鎮
魂
と
復
興
祈
願

と
い
う
長
岡
の
花
火
大
会
の
由
来

に
深
く
根
差
し
た
も
の
。

今
年
は
花
火
ネ
ク
タ
イ
を
は
じ

め
花
火
グ
ッ
ズ
も
花
盛
り
。
ま
た
、

人
気
の
ま
ち
な
か
花
火
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
は
花
火
を
活
用
し
た
通
年
観

光
の
試
み
。
将
来
は
サ
ミ
ッ
ト
参

加
団
体
の
名
物
花
火
を
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
再
現
し
て
み
た
い
。

ご
み
や
ト
イ
レ
の
問
題
に
つ
い

て
伊
勢
市
や
諏
訪
市
か
ら
ヒ
ン
ト

を
い
た
だ
い
た
。
各
地
の
い
い
と

こ
ろ
、
大
会
運
営
の
知
恵
を
参
考

に
花
火
の
質
と
と
も
に
観
客
の
満

足
度
を
更
に
高
め
、
世
界
一
の
花

火
大
会
を
目
指
し
た
い
。

会
議
は
森
市
長
が
読
み
上
げ
る

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
手

を
組
み
、
各
大
会
の
運
営
に
さ
ら

な
る
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
誓
い
、
こ
こ
に
宣
言

い
た
し
ま
す
」と
い
う
サ
ミ
ッ
ト
共

同
宣
言
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

▲やつしろ全国花火競
技大会 10/18貍
（開催地/熊本県八代市）

来客数　約16万人

▲宮島水中花火大会
8/14貅
（開催地/広島県宮島町）

来客数　約26万人

▲広島みなと夢花火
大会 7/26貍
（開催地/広島県広島市）

来客数　約30万人

▲伊勢神宮奉納全国
花火大会 7/19貍
（開催地/三重県伊勢市）

来客数　約20万人

▲ふくろい遠州の花火
8/9貍
（開催地/静岡県袋井市）

来客数　約40万人

▲土浦全国花火競技
大会 10/4貍
（開催地/茨城県土浦市）

来客数　約70万人

▲諏訪湖祭湖上花火大会
8/15貊

（開催地/長野県諏訪市）
来客数　約45万人

▲全国花火競技大会
8/23貍

（開催地/秋田県大曲市）
来客数　約60万人

▲サミット会議パネルディスカッション（8/2）

▲サミット主催団体を代表し共同宣言を読
み上げる森市長（8/2）▲茶話会にはサミット主催団体の関係者が出席（8/3）

大
曲
の
特
色
は
「
創
造
花
火
」。

全
国
の
花
火
師
が
定
め
ら
れ
た
筒

数
と
玉
数
、
打
ち
上
げ
時
間
の
な

か
で
創
造
性
を
競
い
合
う
。

次
は
一
体
ど
ん
な
花
火
だ
ろ
う

か
と
期
待
が
ふ
く
ら
み
、
毎
年
全

国
か
ら
集
ま
る
目
の
肥
え
た
観
客

を
飽
き
さ
せ
な
い
。
大
曲
の
競
技

花
火
に
は
、
観
客
に
と
っ
て
よ
り

楽
し
め
る
花
火
、
よ
り
創
造
的
な

花
火
と
す
る
た
め
の
仕
掛
け
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

約
六
十
の
煙
火
業
者
と
七
十
万

人
の
観
客
が
集
う
国
内
最
大
級
の

大
会
。
土
浦
の
花
火
で
一
番
の
自

慢
は
豪
華
絢
爛
な
大
ス
タ
ー
マ
イ

ン
。
あ
と
の
花
火
は
さ
す
が
に
長

岡
や
大
曲
に
は
か
な
わ
な
い
。

長
岡
と
違
っ
て
一
台
打
ち
上
げ

る
ご
と
に
審
査
員
が
採
点
、
数
台

「歴史の古い長岡花火にはひとつのパターンが
あって、これを変えるのは容易ではありません。
しかし、常に改善を積み重ねていかないと追い抜
かれてしまう。どうか忌憚の無いご感想をお聞か
せください」という森市長のあいさつで、花火サ
ミット２日目の茶話会は始まりました。
全国選りすぐりの花火大会の主催者たちからは、
大会運営の現場を踏まえた生の声や建設的な意見
が飛び交いました。その一部をご紹介します。

●大曲の花火も大いなるマンネリと言われて久し
いが、観客の満足度を高める花火の演出に努め
ている。
●大会プログラムにアンケート葉書をはさむなど、
観客の期待や満足度をつかむ努力も欠かせない。
●同じパターンの花火が多く少し退屈なところも。
伝統を守りながらも新しい試みに挑戦する姿勢
は大切。
●長岡花火のクラシックな味わいは捨て難い。一
方全国では、音楽を効果的に使ってドラマチッ
クに演出される構成的な花火が盛ん。
●長岡人の好みが特に保守的だとは思わない。競
技大会ではないスポンサー花火の大会だという
制約が大きいのでは。
●長岡と同様スポンサー花火の大会だが、主催者
の方で毎年斬新な花火をデザインし、スポンサ
ー側に提案して打ち上げている。
●両岸が絶好の観覧席となる信濃川の河川敷は本
当に素晴らしい。このロケーションを活かし切
ることだ。
●水際にお立ち台、大観衆の前でスポットライト
を浴びながら主催者があいさつ、などという劇
的な演出も欲しい。
●スターマインの迫力を増してはどうか。３～５
カ所からの同時打上げを連ね、その迫力で圧倒
しては。
●ヤシ型が多いスターマインの構成はどちらかと
いえば単調な印象。変化に富んだ新機軸も欲しい。
●三尺玉は遠すぎて期待外れ。保安距離の問題も
あるのだろうが、名物の三尺玉を名物として見
せる工夫は必要。
●長岡花火の基本は天才花火師嘉瀬さんのスタイ
ル。その完成形の美にいかに新しい要素を加え
ていくかということでは。

長岡まつり大花火大会への歯に衣を着せぬエー
ル交換の場となった茶話会は、長岡花火の歴史と
伝統、そして新たな飛躍を巡って白熱しました。

全
国
の
著
名
な
花
火
大
会
の
開
催
団
体
が
一
堂
に
会
し
、
花
火
に

つ
い
て
の
最
新
の
情
報
を
交
換
し
て
団
体
間
の
友
好
関
係
を
築
こ

う
と
い
う
「
全
国
花
火
サ
ミ
ッ
ト
」
が
八
月
二
・
三
日
、
長
岡
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
「
サ
ミ
ッ
ト
会
議
」
の
模
様
と
、
長
岡
ま
つ
り
大
花
火
大

会
を
見
学
し
て
行
わ
れ
た
「
茶
話
会
」
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

◆
宮
島
水
中
花
火
大
会
・
宮
島

観
光
協
会
・
中
村
会
長

◆
や
つ
し
ろ
全
国
花
火
競
技
大

会
・
八
代
市
・
水
谷
収
入
役

◆
土
浦
全
国
花
火
競
技
大
会
・

土
浦
市
・
助
川
市
長

◆
諏
訪
湖
祭
湖
上
花
火
大
会
・

諏
訪
市
・
山
田
市
長

◆
ふ
く
ろ
い
遠
州
の
花
火
・
袋

井
商
工
会
議
所
・
塚
本
会
頭

◆
伊
勢
神
宮
奉
納
全
国
花
火
大

会
・
伊
勢
市
・
加
藤
助
役

◆
長
岡
ま
つ
り
大
花
火
大
会
・

長
岡
市
・
森
市
長

■
全
国
花
火
サ
ミ
ッ
ト
共
同
宣
言

◆
広
島
み
な
と
夢
花
火
大
会
・

広
島
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ

ュ
ー
ロ
ー
・
斉
藤
専
務

◆
全
国
花
火
競
技
大
会
・
大
曲

商
工
会
議
所
・
塩
谷
専
務
理
事

き た ん
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河
井
継
之
助
ゆ
か
り
の
地
、

福
島
県
会
津
若
松
市
と
只
見
町

を
バ
ス
で
訪
ね
ま
す
。

日
時
＝
10
月
18
日
貍
午
前
７
時

30
分
〜
午
後
６
時
30
分
　
コ
ー

ス
＝
長
岡
市
役
所
発
―
会
津
若

松
市
・
長
岡
藩
士
の
墓
（
本
光

寺
）
―
鶴
ケ
城
（
昼
食
）
―

只

見
町
・
河
井
継
之
助
記
念
館
―

長
岡
市
役
所
着
　
定
員
＝
40
人

（
抽
選
）

参
加
料
＝
４
、０
０

０
円
（
バ
ス
代
、
昼
食
、
入
館

料
）

申
し
込
み
＝
９
月
26
日

貊
必
着
で
、
往
復
は
が
き
の
往

信
の
裏
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

11 10

電
話
番
号
を
、
返
信
の
表
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
、
〒
９
４
０
―
０
０
６
２
大

手
通
２
の
２
の
６
な
が
お
か
市

民
セ
ン
タ
ー
内
観
光
課
へ
（
は

が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
抽
選
、
結
果

は
10
月
１
日
貉
に
発
送
。
昨
年

実
施
し
た
同
ツ
ア
ー
参
加
者
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

県
内
の
工
業
学
科
の
あ
る
高

校
の
生
徒
が
製
作
し
た
芋
掘
り

ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
、
相
撲
ロ

ボ
ッ
ト
競
技
大
会
の
新
潟
県
大

会
と
サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
の
競

技
会
で
す
。

参
加
作
品
の
展
示
と
ア
イ
デ

ア
や
出
来
映
え
な
ど
を
審
査
す

る
コ
ン
テ
ス
ト
も
行
い
ま
す
。

日
時
＝
９
月
27
日
貍
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時
（
各
ロ
ボ
ッ

ト
競
技
大
会
は
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分
）

会
場
＝

厚
生
会
館
大
ホ
ー
ル
　
問
い
合

わ
せ
＝
工
業
振
興
課
ま
た
は
譖

新
潟
県
電
子
機
械
工
業
会
蕁
34

・
４
５
１
５

日
時
＝
９
月
17
日
貉
午
後
２
時

〜
３
時
30
分
　
演
題
＝
21
世
紀

を
担
う
子
ど
も
た
ち
　
講
師
＝

お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
・
藤

原
正
彦
さ
ん
　
会
場
＝
市
立
劇

場
大
ホ
ー
ル
　
申
し
込
み
＝
電

話
で

日
時
＝
９
月
22
日
豺
午
後
７
時

〜
９
時
（
雨
天
・
曇
天
の
場
合

中
止
）

会
場
＝
教
育
セ
ン
タ

ー
　
内
容
＝
「
火
星
」
と
「
ヘ

ル
ク
レ
ス
座
球
状
星
団
の
Ｍ
13
」

ほ
か
の
観
察
　
定
員
＝
15
組

（
先
着
・
未
成
年
者
は
保
護
者

同
伴
）

申
し
込
み
＝
９
月
10

日
貉
〜
18
日
貅

親
子
で
の
参
加
大
歓
迎
。

日
時
＝
９
月
20
日
貍
午
前
10
時

〜
午
後
１
時
　
会
場
＝
健
康
セ

ン
タ
ー
　
講
師
＝
長
岡
グ
ラ
ン

原
稿
は
掲
載
希
望
月
の
前
月
５
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前

日
）
ま
で
に
〒
９
４
０
―
８
５
０
１

秘
書
広
報
課
広
報
係
へ
郵
送
、
持
参
、

FAX
39
・
２
２
７
２
、
Ｅ
メ
ー
ルinf-

prd@
city.nagaoka.niigata.jp

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紙
面
に
限
り
が
あ
る
こ
と

や
市
政
だ
よ
り
の
全
世
帯
配
布
に
一

定
の
日
数
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

開
催
日
や
申
し
込
み
期
限
が
発
行
月

の
初
旬
の
も
の
は
、
掲
載
を
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

秘
書
広
報
課
蕁
39
・
２
２
０
２

日
時
＝
９
月
13
日
貍
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル

演
題
＝
”育
て
る
こ
と
を
通
し
て
“

花
、
人
、
地
球
家
族
　
講
師
＝
長
岡

市
緑
化
推
進
指
導
員
・
小
林
正
夫
さ

ん
　
参
加
料
＝
３
５
０
円

小
林

さ
ん
蕁
24
・
６
１
６
９

日
時
＝
９
月
13
日
貍
①
午
前
11
時
か

ら
②
午
後
１
時
か
ら
③
３
時
か
ら

定
員
＝
１
８
０
人（
先
着
）

会
場
・

県
立
近
代
美
術
館
蕁
28
・
４
１
１

２
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
９
月
14
日
豸
午
後
２
時
〜
４

時
　
会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂
　
演

題
＝
外
山
脩
造
伝
〜
明
治
の
関
西
財

界
を
つ
く
っ
た
大
人
物
〜
　
講
師
＝

地
内
（
長
岡
地
域
森
林
組
合
手

前
）

申
し
込
み
＝
農
林
振
興

課
ま
た
は
Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お
か

王
寺
川
支
店
蕁
27
・
１
０
０
６

農
作
物
の
収
穫
の
喜
び
を
家

族
み
ん
な
で
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
（
無
料
）。

日
時
＝
９
月
21
日
豸
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
（
雨
天
決
行
）

会
場
＝
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ

ン
タ
ー
、
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ

ン
ド
ポ
ニ
ー
広
場
、
自
然
観
察

林
　
内
容
＝
稲
刈
り
体
験
（
生

育
状
況
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

あ
り
）、
い
も
ほ
り
体
験
、
牛
の

乳
し
ぼ
り
体
験
、
親
子
木
工
教

室
、
農
畜
産
物
の
販
売
な
ど

市
民
参
加
の
米
づ
く
り
も
い

よ
い
よ
収
穫
の
時
季
を
迎
え
ま

す
。
コ
ン
バ
イ
ン
の
試
乗
な
ど

も
で
き
ま
す
。

日
時
＝
９
月
20
日
貍
午
前
９
時

〜
11
時
30
分
（
今
後
の
天
候
に

よ
り
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
）

会
場
＝
鉢
伏
町
・
王
番
田
町
の

田
ん
ぼ
　
内
容
＝
稲
刈
り
体
験

・
見
学
　
申
し
込
み
＝
９
月
19

日
貊
ま
で

日
時
＝
10
月
25
日
貍
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
管
理
事
務
所

前
　
講
師
＝
譖
長
岡
市
公
園
緑

地
協
会
会
員
　
定
員
＝
50
人

（
先
着
）

持
ち
物
＝
軍
手
、

せ
ん
定
は
さ
み
　
申
し
込
み
＝

９
月
25
日
貅
〜
10
月
22
日
貉

ド
ホ
テ
ル
総
料
理
長
・
岩
野
哲

夫
さ
ん
、
藤
原
明
さ
ん
　
持
ち

物
＝
エ
プ
ロ
ン
・
台
ふ
き

参

加
料
＝
１
人
１
、０
０
０
円

申

し
込
み
＝
農
林
振
興
課
ま
た
は

長
岡
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
協
会
蕁
46

・
７
３
１
７

長
岡
特
産
の
枝
豆
「
肴
豆
」

を
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
収
穫
し

ま
す
。
１
ｍ
の
荒
縄
で
束
ね
ら

れ
る
だ
け
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

日
時
＝
９
月
27
日
貍
午
前
10
時

〜
正
午
　
参
加
料
＝
荒
縄
１
本

８
０
０
円
　
会
場
＝
王
番
田
町

郷
土
史
研
究
家
・
深
滝
純
一
さ
ん

「
古
志
の
会
」
代
表
・
亀
川
さ
ん

蕁
32
・
１
０
４
９

日
時
＝
９
月
14
日
豸
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
２
階
会

議
室
　
内
容
＝
講
演
（
心
理
分
析
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
・
福
田
玄
黄
さ
ん
）
、

質
疑
応
答

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円

（
学
生
無
料
）

皆
川
さ
ん
蕁
・
FAX

０
２
５
・
２
４
３
・
４
５
９
６

小
学
校
低
学
年
ま
で
の
子
ど
も
を

持
つ
人
が
対
象
で
す
。

日
時
＝
９
月
19
日
貊
・
30
日
貂
午
前

10
時
〜
正
午
（
ど
ち
ら
か
１
日
の
参

加
も
可
）

会
場
＝
中
央
公
民
館

定
員
＝
30
人（
先
着
）

参
加
料
＝
５

０
０
円

９
月
18
日
貅
ま
で
に
子

ど
も
の
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
・
草
間
さ

ん
FAX
36
・
６
７
０
４
、Ｅ
メ
ー
ルkusa-

yan@
estate.ocn.ne.jp

へ
（
一
時

保
育
は
９
月
12
日
貊
ま
で
に
要
予
約
）

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

観
光
課

†
39
・
2
2
2
1

工
業
振
興
課†

39
・
2
2
2
2

農
林
政
策
課†

39
・
2
2
2
4

教
育
セ
ン
タ
ー

†
32
・
3
7
1
6

●
花
と
緑
の
教
室
（
無
料
）

「
庭
木
の
冬
囲
い
」

●
会
津
若
松
市
、
只
見
町
を
訪

ね
る
戊
辰
・
河
井
継
之
助

の
旅

●
高
校
生
ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト

競
技
大
会
＆
電
子
作
品
コ
ン

テ
ス
ト
（
入
場
無
料
）

農
林
振
興
課†

39
・
2
2
2
3

公
園
緑
地
課†

39
・
2
2
3
0

FAX
39
・
2
2
7
0

９
月
の
休
園
日
…
１
日
豺
・
８

日
豺
・
16
日
貂
・
29
日
豺

公
園
の
旬
を
管
理
セ
ン
タ
ー

所
長
が
案
内
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
13
日
貍
午
前
10
時

〜
正
午
　
集
合
＝
花
と
緑
の
館

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

公
園
内
で
穫
れ
た
無
農
薬
ハ

ー
ブ
で
午
後
の
ひ
と
と
き
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
９
月
14
日
豸
午
後
２
時

〜
４
時
　
参
加
料
＝
２
０
０
円

デ
ィ
ス
ク
の
投
げ
方
か
ら
ル

ー
ル
ま
で
わ
か
り
や
す
く
指
導

し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
14
日
豸
・
21
日
豸

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　
会
場

＝
銀
河
の
丘
周
辺

絵
付
け
を
楽
し
み
な
が
ら
あ

な
た
だ
け
の
素
敵

な
カ
ッ
プ
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
９
月
21
日

豸
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
参

加
料
＝
８
０
０
円
（
送
料
別
途
）

定
員
＝
１
０
０
人
（
当
日
受
付

・
先
着
順
）

会
場
＝
花
と
緑

の
館
体
験
学
習
室

料
理
や
お
茶
に
使
う
ハ
ー
ブ

数
種
類
を
選
び
、
料
理
に
役
立

つ
プ
ラ
ン
タ
ー
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
９
月
28
日
豸
①
午
後
２

時
か
ら
②
午
後
３
時
か
ら
　
参

加
料
＝
５
０
０
円
　
定
員
＝
各

15
人
（
当
日
受
付
・
先
着
順
）

国
営
越
後
丘
陵
公
園
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

問
い
合
わ
せ
＝
越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
†
４７
・
8
0
0
1

■
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
体
験
教
室

■
サ
タ
デ
ー
ガ
イ
ド

「
秋
草
を
訪
ね
て
」

■
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

コ
ー
ナ
ー

■
キ
ッ
チ
ン
で
大
活
躍
！

ハ
ー
ブ
の
寄
せ
植
え

■
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
（
白
磁
の
絵

付
け
）
体
験
教
室

な
が
お
か
環
境
ま
つ
り

土
木
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルin

N
A
G
A
O
K
A
2
0
0
3

「
花
・
は
な
広
場
」
で

菜
の
花
の
種
ま
き
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
（
無
料
）

毎
年
恒
例
の
２
つ
の
イ
ベ
ン

ト
を
同
時
開
催
し
ま
す
（
無
料
）。

詳
細
は
９
月
下
旬
の
新
聞
折

込
み
チ
ラ
シ
で
ご
案
内
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
27
日
貍
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
、
28
日
豸
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
ハ
イ

ブ
長
岡
　
主
な
内
容
＝
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
作
り
、
ラ
ジ
コ
ン
重
機

遊
び
、
木
工
工
作
、
エ
コ
ロ
ジ

ー
ア
ー
ト
作
品
展
示
、
現
地
見

学
会
（
27
日
…
八
十
里
越
、
中

山
隧
道
な
ど
を
バ
ス
見
学
。
申

し
込
み
方
法
は
チ
ラ
シ
で
）、

中
古
自
転
車
抽
選
販
売
、
エ
コ

ク
ッ
キ
ン
グ
実
演
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
ほ
か

長
生
橋
西
詰
橋
下
の
「
花
・

は
な
広
場
」
を
菜
の
花
で
い
っ

ぱ
い
に
す
る
た
め
、
種
ま
き
を

行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
そ
ろ

い
で
ど
う
ぞ
（
小
学
校
低
学
年

以
下
の
子
ど
も
は
保
護
者
同
伴
）。

日
時
＝
９
月
28
日
豸
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
（
小
雨
決
行
）

会
場
＝
信
濃
川
河
川
公
園
「
花

・
は
な
広
場
」
（
図
参
照
。
当

日
は
仮
設
テ
ン
ト
前
に
集
合
）

定
員
＝
１
０
０
人（
先
着
）
持

ち
物
＝
軽
作
業
の
で
き
る
服
装
、

長
靴
、
軍
手
、
雨
具
　
申
し
込

み
＝
９
月
10
日
貉
〜
25
日
貅
に
、

氏
名
、
参
加
人
数
、
住
所
、
電

話
番
号
を
蕁
39
・
２
２
３
０
、

FAX
39
・
２
２
７
０
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ルkouen@

city.nagaoka.
niigata.jp

で
公
園
緑
地
課
へ

（
28
日
の
み
現
地
問
合
せ
先
あ

り
蕁
０
９
０
・
２
８
８
０
・
７

６
２
２
）

次
の
催
し
は
申
し
込
み
必
要
。

内
容
・
日
時
・
定
員（
先
着
）＝

①
リ
サ
イ
ク
ル
の
碁
（
子
ど
も

向
け
囲
碁
教
室
）
…
27
日
・
28

日
（
各
72
人
）
②
ご
み
焼
却
場
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、
中
央
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
見
学
…
27
日
・

28
日
午
後
１
時
10
分
〜
４
時

（
各
25
人
）
③
環
境
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
…
27
日
午
後
３
時
〜
５
時

（
１
８
０
人
）

申
し
込
み
＝

環
境
政
策
課
蕁
24
・
０
５
２
８

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
ま
つ
り
…

環
境
政
策
課
、
土
木
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
…
道
路
管
理
課
蕁
39
・

２
２
３
２
、
国
土
交
通
省
長
岡

国
道
事
務
所
蕁
36
・
４
５
５
１

▲位置図

▲昨年の「米百俵リレー」で

10月4日G、大手通りで
「米百俵まつり」を開催！
イベント内容は、10月初旬の
新聞折り込み広告でご案内します。
問い合わせ＝観光課蕁39・2221

■
「
長
岡
友
の
会
」
講
演
会

■「
古
志
の
会
」歴
史
講
演
会（
無
料
）

■
ち
ょ
っ
と
得
す
る
講
演
会

■
子
ど
も
の
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
「
な

ん
で
も
話
そ
う
、
マ
マ
ラ
イ
ン
」

Ｊ
Ｒ
長
岡
駅�

大手大橋�

信濃川�
河川公園�

長生橋�長生橋�●�

花・はな広場�

仮設テント前に�
集合して下さい�

■
映
画
鑑
賞
会

「C
H
ER
E
LO
U
ISE

〜
親
愛
な
る

ル
イ
ー
ズ
」（
無
料
）

●
収
穫
と
味
を
楽
し
む

「
肴
豆
」
狩
り

２

●
現
代
版
米
百
俵
物
語

市
民
参
加
の
米
づ
く
り

「
米
コ
メ
講
座
（
第
４
回
）

稲
刈
り
体
験
」

２ ●
教
育
講
演
会

１

●
農
業
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

１

●
長
岡
野
菜
料
理
教
室

１ ●
市
民
天
体
観
察
会
（
無
料
）

２
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで�
ください。�

月
８
日
貉
午
後
１
時
30
分
〜
午

後
４
時

長
岡
市
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
1
47
・
２
２
０
８
、
FAX

47
・
２
２
０
６
で
も
毎
週
土
曜

日
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
、

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

障
害
の
あ
る
人
や
障
害
者
団

体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
ス

ペ
ー
ス
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
人

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
　
定

員
＝
①
②
親
子
20
組
③
１
０
０

人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
９

月
18
日
貅
ま
で
（
③
の
み
一
時

保
育
あ
り
）

新
潟
市
の
栗
山
米
菓
（
せ
ん

べ
い
王
国
）、
新
潟
日
報
社
を
見

学
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
18
日
貅
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
　
集
合
＝
厚
生
会

館
裏
　
定
員
＝
33
人
　
参
加
料

＝
１
、５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

申
し
込
み
＝
９
月
11
日
貅
必
着

で
、
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏

に
「
動
く
消
費
者
教
室
希
望
」

・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、

返
信
の
表
に
郵
便
番
号
・
住
所

・
氏
名
を
記
入
し
、
〒
９
４
０

―
０
０
６
２
大
手
通
２
の
２
の

６
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
は

が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
、
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

日
時
＝
９
月
24
日
貉
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
会
場
＝
ウ
ィ
ル

な
が
お
か
２
階
会
議
室
　
定
員

＝
30
人
（
先
着
）

講
師
＝
長

岡
警
察
署
員
　
申
し
込
み
＝
９

月
３
日
貉
か
ら
電
話
で

日
時
＝
９
月
６
日
貍
〜
11
日
貅

午
前
10
時
〜
午
後
９
時
（
11
日

は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
＝

地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場

期
日
＝
９
月
13
日
貍
〜
18
日
貅

会
場
＝
２
階
ロ
ビ
ー

日
時
＝
９
月
14
日
豸
〜
21
日
豸

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
は
、

障
害
を
持
ち
な
が
ら
社
会
人
と

し
て
活
躍
す
る
人
が
相
談
者
と

な
り
、
障
害
者
の
日
常
生
活
の

悩
み
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
る
も
の
で
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

相
談
日
時
＝
９
月
17
日
貉
、
10

日
時
＝
９
月
20
日
貍
午
後
７
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
願
性
寺
（
土
合
２
）

演
奏
＝
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
詩
人
・
彦

☆
星
　
参
加
料
＝
カ
ン
パ
制
（
コ
ン

サ
ー
ト
終
了
後
）

彦
星
演
奏
会

係
1
35
・
１
８
７
１

日
時
＝
９
月
20
日
貍
午
後
２
時
〜
３

時
30
分
　
会
場
＝
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡

瞽
女
唄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
長
岡
市

民
劇
場
内
）
1
35
・
９
５
３
８
、
FAX

35
・
９
５
９
３

日
時
＝
９
月
20
日
貍
午
前
９
時
か
ら

会
場
＝
前
島
町
　
参
加
料
＝
大
人
１
、

０
０
０
円
、
子
ど
も
６
０
０
円
、
家

族
１
、２
０
０
円
（
食
材
費
・
保
険
料
）

定
員
＝
15
人
（
先
着
）

人
と
自

然
が
つ
な
が
る
『
信
濃
川
学
校
』
・

永
井
さ
ん
1
・
FAX
32
・
７
７
６
９

日
時
＝
９
月
21
日
豸
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ

長
岡
　
内
容
＝
動
物
愛
護
パ
レ
ー
ド
、

子
犬
子
猫
の
新
し
い
飼
い
主
探
し
コ

ー
ナ
ー
、
ふ
れ
あ
い
教
室
ほ
か

新
潟
県
動
物
愛
護
協
会
中
越
支
部
1

39
・
５
２
６
１

幼
稚
園
・
保
育
園
選
び
に
役
立
つ

情
報
を
提
供
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
22
日
豺
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

参
加
料
＝
２
０
０
円

長
岡
子
育

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
、
利
用

を
一
部
制
限
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

日
時
＝
９
月
17
日
貉
・
24
日
貉
、

10
月
１
日
貉
・
８
日
貉
の
午
前

11
時
か
ら
（
15
分
程
度
）

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
使
い
簡
単

な
料
理
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
９
月
23
日
豢
午
前
10
時

30
〜
午
後
０
時
30
分
　
対
象
＝

３
歳
〜
小
学
２
年
生
と
保
護
者

定
員
＝
15
組
（
先
着
）

持
ち
物

＝
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
　
申
し

込
み
＝
９
月
10
日
貉
〜
19
日
貊

６
カ
月
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
を

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
。
「
わ
い
わ
い

ル
ー
ム
」
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し

ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
９
月
19
日
貊
・
30
日
貂

の
午
前
11
時
か
ら
（
１
時
間
程

度
）子

育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
、
相
談
員
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。

９
月
25
日
の
計
測
は
定
員
15

人
。
お
申
し
込
み
は
９
月
10
日

貉
〜
22
日
豺
に
電
話
で
（
先
着
）。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分こ

の
ほ
か
に
も
ち
び
っ
こ
広
場

で
は
保
育
士
が
子
育
て
に
関
す
る

相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
21
日

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

会

場
＝
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場

期
日
＝
９
月
23
日
豢
〜
10
月
５
日

豸

会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場

期
日
＝
９
月
24
日
貉
〜
29
日
豺

会
場
＝
２
階
ロ
ビ
ー

期
日
＝
10
月
１
日
貉
〜
31
日
貊

会
場
＝
１
階
ま
ち
の
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
２
階
ロ
ビ
ー

て
ラ
イ
ン
三
尺
玉
ネ
ッ
ト
・
佐
竹
さ

ん
1
・
FAX
24
・
８
２
２
６
、
Ｅ
メ
ー

ル3jyakudam
a@
infoseek.jp

へ

（
託
児
の
申
し
込
み
は
９
月
12
日
貊

ま
で
。
子
ど
も
１
人
５
０
０
円
。
２

人
目
以
降
３
０
０
円
）

長
岡
逸
品
ふ
ぁ
ん
倶
楽
部
の
ガ
イ

ド
で
「
長
岡
逸
品
」
の
参
加
店
を
ま

わ
り
ま
す
。

期
日
と
コ
ー
ス
＝
①
９
月
26
日
貊「
生

活
に
う
る
お
い
を
」
コ
ー
ス
（
昼
食
付
）

…
体
に
う
る
お
い
を
、
そ
し
て
お
部

屋
に
は
安
ら
ぎ
の
グ
ッ
ズ
を
探
し
て

み
ま
せ
ん
か
②
10
月
３
日
貊
「
セ
ン

ト
ラ
ル
通
り
、
殿
町
め
ぐ
り
」
コ
ー

ス
（
昼
食
付
）
…
セ
ン
ト
ラ
ル
通
り
、

殿
町
の
参
加
店
を
中
心
に
め
ぐ
り
ま

す
　
時
間
＝
各
コ
ー
ス
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
　
定
員
＝
各
コ
ー
ス
８
人

（
抽
選
）

参
加
料
＝
各
コ
ー
ス
８

０
０
円

９
月
10
日
貉
〜
18
日
貅

に
長
岡
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

1
32
・
７
０
０
２
へ

日
時
＝
９
月
23
日
豢
午
前
10
時
か
ら

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円
（
材
料
代
）

会
場
・

古
志
の
里
フ
ァ
ー
ム
1
22

・
１
５
４
７

日
時
＝
９
月
27
日
貍
午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
入
場
料
＝
７
０
０

円
（
当
日
券
あ
り
）

曲
目
＝
組
曲

「
二
度
と
な
い
人
生
だ
か
ら
」「
う
ぐ

い
す
」
ほ
か
　
ゲ
ス
ト
＝
ソ
プ
ラ
ノ

・
加
瀬
典
子
さ
ん

石
川
さ
ん
1

35
・
３
５
１
８
（
演
奏
会
終
了
後
、

Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
ま
で
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り
）

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し
　
1
３９
・
2
7
6
3

時
間
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分
で
す
。

金
額
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
無
料
で
す
。
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
各
展
示
の
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
利
用
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
２
階
）

1
３９
・
２
７
４
６

FAX
３９
・
２
７
４
７

障
害
者
プ
ラ
ザ
（
１
階
）

1
３９
・
２
７
５
１

●
秋
一
番
合
同
創
作
展
（
絵
画
、

書
道
、
い
け
花
、
洋
裁
な
ど
）

１

●
第
２
回
米
百
俵
競
書
大
会

入
賞
作
品
展

４

●
子
育
て
講
座

「
親
子
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
」

２

●
長
岡
ま
つ
り
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
作
品
展

５●
第
８
回
花
い
っ
ぱ
い

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

６ ●
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

●
ス
ペ
ー
ス
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す

●
『
こ
ど
も
の
ち
か
ら
　
こ
と
ば

の
ち
か
ら
』
〜
子
ど
も
の
「
育
つ

力
」
を
楽
し
く
引
き
出
そ
う
〜

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）

1
３２
・
０
０
２
２

●
兄
弟
四
人
絵
画
展

●
第
11
回
三
水
会
写
真
展

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）

1
３９
・
２
７
７
５

そ
の
他
の
催
し

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

楽
し
め
ま
す
。
子
育
て
情
報
満

載
！

出
張
お
や
こ
サ
ー
ク
ル
（
午
前

11
時
10
分
か
ら
）、
腹
話
術
人
形

コ
コ
ち
ゃ
ん
・
手
品
（
午
前
11

時
45
分
か
ら
）、
人
形
劇
「
お
む

す
び
こ
ろ
り
ん
」（
午
後
０
時
30

分
か
ら
）、
人
形
劇
「
あ
か
ず
き

ん
ち
ゃ
ん
」（
午
後
１
時
30
分
か

ら
）、
紙
芝
居
の
上
演
（
午
後
２

時
15
分
か
ら
）、
子
育
て
ウ
ル
ト

ラ
ク
イ
ズ
（
午
後
３
時
か
ら
）

『
保
育
園
児
童
の
生
活
展
』
手

作
り
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
（
①
午

後
０
時
15
分
か
ら
②
午
後
２
時

25
分
か
ら
）、
手
遊
び
体
操
な
ど

（
①
午
前
11
時
30
分
か
ら
②
午

後
２
時
か
ら
）、『
お
話
の
お
部

屋
』
ピ
ッ
ピ
の
お
た
の
し
み
会

（
午
前
11
時
30
分
か
ら
）、
手
作

り
紙
芝
居
「
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む

し
」（
午
後
０
時
15
分
か
ら
）、

楽
し
い
絵
本
タ
イ
ム
（
午
後
１

時
か
ら
）、
影
絵
と
大
型
紙
芝

居
（
午
後
１
時
45
分
か
ら
）、
わ

く
わ
く
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
（
午
後
２
時
30
分
か
ら
）、

『
さ
を
り
織
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
』

（
午
前
11
時
〜
午
後
２
時
）

あ
そ
び
の
広
場
、
子
育
て
情
報

コ
ー
ナ
ー◇

　
　
　
　
◇

内
容
は
一
部
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
ち
び
っ
こ

広
場
†
３９
・
２
７
７
５
、

FAX
３９
・
２
８
６
１

子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
3

日
時
＝
9
月
１３
日
G
午
前
１１
時
〜
午
後
4
時

会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

☆
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場

☆
２
階
フ
ロ
ア

☆
ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）

☆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ァ
ン
フ
ァ

ー
レ
…
午
前
11
時
か
ら
（
市

民
セ
ン
タ
ー
入
り
口
）

▲人形劇（子育てフェ
スティバル2002で）

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
演
奏
会

■
「
語
り
つ
く
し
越
後
の
昔
話
」

小
学
生
が
語
る
昔
話
（
無
料
）

■
信
濃
川
体
験
と
川
の
恵
み
（
ア
ユ
）

を
味
わ
う
昼
食
会
＆
カ
ヌ
ー
体
験

■
２
０
０
３
動
物
愛
護

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
幼
稚
園
・
保
育
園
事
情
講
座

■
中
心
商
店
街

ゆ
う
・
遊
ま
ち
め
ぐ
り

■
ハ
ー
ブ
育
て
方
講
習
会

■
女
声
合
唱
団
み
つ
葉

「
優
し
い
や
さ
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

中
心
市
街
地
探
訪
コ
ー
ス

追
加
募
集
！
（
無
料
）

中
心
市
街
地
の
史
跡
な
ど
を

歩
い
て
巡
り
、
ま
ち
な
か
の
魅

力
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

コ
ー
ス
と
期
日
＝
①
城
下
町
長

岡
を
中
心
に
巡
ろ
う
コ
ー
ス
…

10
月
５
日

豸
②
先
人

た
ち
の
跡

を
巡
ろ
う

コ
ー
ス
…

10
月
11
日

貍

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
（
受
付
は
午
前
９
時

か
ら
）
持
ち
物
＝
雨
具
、
飲
み

物
、
筆
記
用
具
　
申
し
込
み
＝

10
月
１
日
貉
ま
で
に
希
望
の
コ

ー
ス
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
1
39
・
２
２
０
２
、

FAX
39
・
２
２
７
２
、
Ｅ
メ
ー
ル

inf

―prd@
city.nagaoka.niigata.

jp

の
い
ず
れ
か
で
秘
書
広
報
課

へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
秘
書
広
報

課
1
39
・
２
２
０
２

▲わたしがだれか
知ってますか？

期
間�

内
　
　
容�

９／13g
�

15-

17d
�

22b

25e
�

29b

10／１d
�
６b

い
け
ば
な
草
月
流�

静
和
会
秋
の
習
作
展�

日
本
報
道
写
真
連
盟
長

岡
支
部
展�

切
り
絵
サ
ー
ク
ル
作
品

展�サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
・
趣
味

創
作
教
室
作
品
展�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

期
日�

回�①�②�③�

内
　
　
容�

９／22�
b

11�
g

10／２�
e

親
子
で
楽
し
も
う
！�

わ
ら
べ
う
た
と
マ
ザ

ー
グ
ー
ス
Ⅰ�

親
子
で
楽
し
も
う
！�

わ
ら
べ
う
た
と
マ
ザ

ー
グ
ー
ス
Ⅱ�

講
演
会（「
こ
ど
も
の

ち
か
ら
　
こ
と
ば
の

ち
か
ら
」
講
師
…
東

京
外
国
語
大
学
教
授�

・
田
島
信
元
さ
ん
）�

期
間�

担
　
当�

内
　
　
容�

９／11�
e

18�
e

25�
e

９�
e

10／２
e

乳
幼
児
期
の
日

常
生
活�

保
育
士�

保
健
師�

助
産
師�

家
庭
児
童�

相
談
員�

先
輩
マ
マ�

乳
児
期
の
健
康�

妊
婦
の
健
康
・

生
後
４
カ
月
未

満
児
の
計
測�

家
庭
内
で
の
困

り
ご
と�

お
母
さ
ん
の
悩

み
聞
き
ま
す�

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見
ツ
ア
ー

●
動
く
消
費
者
教
室

１

●
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム

１

●
「
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会
」

３●
子
育
て
相
談

４

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

「
知
っ
て
お
き
た
い
防
犯
対

策
あ
れ
こ
れ
」

２２３
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整
備
や
活
用
に
向
け
て
、
発
掘

調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

調
査
で
発
見
さ
れ
た
縄
文
時

代
の
住
居
跡
や
出
土
品
を
見
学

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
直
接
会
場

へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
９
月
27
日
貍
①
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
②
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
（
小
雨
決
行
）

集

合
＝
史
跡
「
馬
高
・
三
十
稲
場

遺
跡
」
駐
車
場
（
関
原
町
１
）

対
象
＝
小
学
生
〜
一
般

大
積
地
区
の
古
代
・
中
世
史

を
連
続
７
回
の
講
座
形
式
で
探

り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
考
古
資
料

・
古
文
書
・
地
図
・
伝
説
な
ど
、

歴
史
学
関
連
分
野
の
楽
し
み
方

を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
９
月
28
日
豸
・
10
月
５

日
豸
・
11
月
15
日
貍
・
12
月
７

日
豸
・
１
月
25
日
豸
・
２
月
22

日
豸
・
３
月
20
日
豢
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
（
10
月
５
日
は
大

積
地
区
で
現
地
学
習
の
た
め
時

間
別
）

会
場
＝
中
央
公
民
館

４
０
１
教
室
　
定
員
＝
40
人
（
４

回
以
上
参
加
可
能
な
人
・
先
着
）

参
加
料
＝
50
円
（
10
月
５
日
の

現
地
学
習
時
の
み
）

持
ち
物

＝
筆
記
用
具
　
申
し
込
み
＝
９

月
10
日
貉
〜
９
月
26
日
貊

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
活
動
の
中
で
疑
問
に
思
っ
て

い
る
こ
と
、
学
習
の
進
め
方
、

調
査
方
法
、
ま
と
め
方
な
ど
に

つ
い
て
博
物
館
の
学
芸
員
が
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。
都
合
の
よ
い
時

間
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
９
月
28
日
豸
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
中
央
公

民
館
工
作
室
　
分
野
＝
地
質
、

植
物
、
昆
虫
、
動
物

信
濃
川
の
河
川
敷
を
歩
き
な

が
ら
、
野
鳥
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
28
日
豸
午
前
８
時

〜
11
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
＝
信
濃
川
左
岸
　
集
合
＝
信

濃
川
河
川
公
園
入
口
（
長
生
橋

西
詰
下
流
側
）

対
象
＝
小
学

生
〜
一
般
　
参
加
料
＝
50
円

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
雨
具
、

双
眼
鏡
な
ど
　
申
し
込
み
＝
９

月
25
日
貅
ま
で

日
時
＝
10
月
４
日
貍
午
前
10
時

30
分
〜
２
時
（
小
雨
決
行
）

観
察
地
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ

ン
ド
　
集
合
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ

ン
ド
Ｃ
駐
車
場
　
対
象
＝
小
学

生
〜
一
般
　
参
加
料
＝
50
円

持
ち
物
＝
採
集
用
具
、
筆
記
用

具
、
昼
食
、
雨
具
　
申
し
込
み

＝
10
月
２
日
貅
ま
で

長
岡
周
辺
で
採
れ
る
キ
ノ
コ

を
展
示
・
解
説
し
、
名
前
の
わ

か
ら
な
い
キ
ノ
コ
を
調
べ
ま
す
。

日
時
＝
10
月
５
日
豸
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
科
学
博

物
館
展
示
室

日
時
＝
10
月
５
日
豸
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
中
央
公

民
館
工
作
室
　
対
象
＝
小
学
生

〜
一
般
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
で
）

参
加
料
＝
50
円
　
持

ち
物
＝
筆
記
用
具
、
昼
食
　
定

員
＝
20
人
（
９
月
21
日
の
地
層

と
化
石
の
観
察
会
参
加
者
を
優

先
し
、
そ
れ
以
外
の
人
は
先
着
）

申
し
込
み
＝
９
月
24
日
貉
〜
10

月
２
日
貅

す
べ
て
無
料
で
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
９
月
26
日
貊
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
内
容
＝
赤
瀬
川

原
平
著
「
老
人
力
」

会
場
＝

互
尊
文
庫
　
問
い
合
わ
せ
＝
互

尊
文
庫
蕁
35
・
７
９
８
１

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

長
岡
東
山
の
代
表
的
な
石
材

「
釜
沢
石
」
の
ふ
る
さ
と
を
訪

ね
ま
す
。

日
時
＝
９
月
14
日
豸
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
（
雨
天
の
と
き
は

９
月
15
日
豢
に
延
期
）

観
察

地
＝
村
松
町
・
釜
沢
町
　
集
合

＝
「
広
道
」
バ
ス
停
前
　
対
象

＝
小
学
生
〜
一
般
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
で
）

参
加
料
＝

50
円
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

水
筒
、
雨
具
　
申
し
込
み
＝
９

月
17
日
貉
ま
で

日
時
＝
９
月
21
日
豸
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
３
時
（
雨
天
の
と

き
は
９
月
23
日
豢
に
延
期
）

場
所
＝
出
雲
崎
町
　
集
合
＝
Ｊ

Ｒ
越
後
線
小
木
ノ
城
駅
前
　
対

象
＝
小
学
生
〜
一
般
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
で
）

参
加
料

＝
50
円
　
持
ち
物
＝
ボ
ッ
ク
ス

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
空
き
箱
、
筆
記

用
具
、
昼
食
、
水
筒
、
雨
具

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

申
し

込
み
＝
９
月
10
日
貉
〜
18
日
貅

長
岡
市
教
育
委
員
会
で
は
、

火
焔
土
器
が
発
見
さ
れ
た
史
跡

「
馬
高
・
三
十
稲
場
遺
跡
」
の

縄
文
の
展
示
物
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
９
月
28
日
豸
ま
で
の
土
・
日

・
祝
日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
　
会

場
・

県
立
歴
史
博
物
館
蕁
47
・
６

１
３
５

コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
、
出
場
者
、

在
住
外
国
人
と
の
交
流
会
を
行
い
ま

す
（
参
加
料
５
０
０
円
）。

日
時
＝
９
月
28
日
豸
午
後
１
時
〜
４

時
　
会
場
＝
長
岡
商
工
会
議
所
２
階

ホ
ー
ル

む
つ
み
会
・
近
藤
さ
ん

蕁
46
・
４
６
７
３

不
登
校
経
験
者
と
不
登
校
と
向
き

合
う
大
人
た
ち
の
姿
の
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
で
す
（
保
育
あ
り
）。

日
時
＝
10
月
４
日
貍
①
午
後
１
時
か

ら
②
３
時
30
分
か
ら
　
会
場
＝
中
央

図
書
館
講
堂
　
定
員
＝
各
１
０
０
人

参
加
料
＝
大
人
５
０
０
円
、
高
校
生

以
上
の
学
生
３
０
０
円
、
中
学
生
以

下
無
料

長
岡
・
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ

イ
ク
の
会
・
田
口
さ
ん
蕁
36
・
１
９

８
８少

人
数
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
で
、

事
業
運
営
の
基
礎
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
の
作
成
ま
で
を
５
日
間
（
30
時

間
）
で
学
ぶ
短
期
集
中
型
研
修
で
す
。

準
備
段
階
は
も
ち
ろ
ん
、
創
業
後

も
お
近
く
の
商
工
会
や
商
工
会
議
所

が
あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時
・
内
容
＝
①
９
月
27
日
貍

午
後
２
時
〜
３
時
55
分
「
ア
イ

・
ラ
ヴ
・
ユ
ー
」（
’99
年
日
本
）

②
10
月
７
日
貂
午
後
２
時
〜
４

時
「
リ
リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
ン
」

（
’81
年
西
ド
イ
ツ
）

会
場
＝

中
央
図
書
館
講
堂
　
定
員
＝
１

９
０
人
（
先
着
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

期
日
・
内
容
＝
①
９
月
10
日
貉

…
リ
ザ
・
テ
ツ
ナ
ー
著
「
黒
い

兄
弟
」
②
10
月
８
日
貉
…
バ
ー

ジ
ニ
ア
・
リ
ー
・
バ
ー
ト
ン
文
、

絵
「
ち
い
さ
い
お
う
ち
」

時

間
＝
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
＝
中
央
図
書
館
講
座
室
１

講
座
修
了
生
は

図
書
館
の
出
張
読

み
聞
か
せ
会
な
ど

に
参
加
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

日
時
＝
10
月
15
日
貉
、
23
日
貅
、

30
日
貅
、
11
月
６
日
貅
午
後
２

時
〜
４
時
　
会
場
＝
中
央
図
書

館
講
堂
　
テ
ー
マ
＝
学
校
で
読

み
聞
か
せ
を
す
る
に
は
？
　
対

象
＝
読
み
聞
か
せ
未
経
験
者
ま

た
は
初
心
者
　
定
員
＝
１
０
０

人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
９

月
10
日
貉
〜
24
日
貉
に
電
話
で

（
一
時
保
育
あ
り
。
希
望
者
は

申
し
込
み
の
際
に
子
ど
も
の
お

名
前
・
年
齢
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
）

ホ
ー
ム
利
用
対
象
者
は
、
市

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
お

お
む
ね
30
歳
以
下
の
人
で
す
。

教
養
や
技
能
を
身
に
つ
け
て
、

潤
い
の
あ
る
生
活
を
送
り
ま
し

ょ
う
。

期
間
＝
10
月
〜
３
月
　
時
間
＝

午
後
６
時
〜
８
時
（
料
理
は
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
）

受
講
料
＝
料
理
１
４
、０
０
０
円
、

花
道
２
０
、０
０
０
円
、
茶
道
・

ペ
ン
毛
筆
８
、０
０
０
円
（
そ
の

ほ
か
に
利
用
者
協
議
会
費
４
０

０
円
必
要
）

申
し
込
み
＝
９

月
12
日
貊
〜
10
月
３
日
貊
（
先
着
）

好
感
度
を
高
め
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
法
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
を
習
得
し
て
、
職
業
生
活

を
充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
９
月
26
日
〜
11
月
28
日

の
毎
週
金
曜
日
（
計
10
回
）
午

後
７
時
〜
８
時
30
分
　
会
場
＝

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
習
室

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

受
講

料
＝
５
０
０
円
　
申
し
込
み
＝

９
月
10
日
貉
〜
24
日
貉

お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
未
経
験
者
を
対
象
と

し
た
講
義
内
容
で
す
。

日
時
＝
10
月
５
日
豸
午
後
２
時

〜
５
時
30
分
　
会
場
＝
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
岡
南
の
郷
」

（
午
後
１
時
10
分
ま
で
に
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
に
集
合
）

定

員
＝
15
人
（
先
着
）

受
講
料

＝
５
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
９

月
10
日
貉
〜
24
日
貉

上
手
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
仕
方
を
、
ゲ
ー
ム
を
交
え

な
が
ら
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
９
月
16
日
〜
12
月
16
日

の
毎
月
第
３
火
曜
日
（
計
４
回
）

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講

習
室

会
費
＝
２
、５
０
０
円（
初

回
に
）

申
し
込
み
＝
随
時
受

け
付
け

日
時
＝
10
月
５
日
豸
・
12
日
豸
・
13

日
豢
・
19
日
豸
・
26
日
豸
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分
　
会
場
＝
新

産
管
理
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
（
新
産

２
）

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円
　

新
潟
県
商
工
会
連
合
会
上
・
中
越
支

所
蕁
０
２
５
７
・
52
・
７
１
８
１
、

Ｅ
メ
ー
ルnitokam

achi@
niigata-in

et.or.jp

日
時
＝
10
月
７
日
貂
午
前
10
時
か
ら

会
場
＝
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡
　
内
容
＝

旬
の
長
岡
地
域
の
野
菜
を
食
す
る
（
料

理
・
試
食
）、
地
産
地
消
推
進
研
修
会

参
加
料
＝
５
０
０
円
　
定
員
＝
１
０

０
人
（
先
着
）

三
古
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
蕁
35
・
３
０
５
０

日
時
＝
10
月
11
日
貍
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
　
コ
ー
ス
＝
米
百
俵
の
群
像

前
―

西
軍
上
陸
の
地
―

西
福
寺
―

山

本
五
十
六
記
念
館
―

栄
凉
寺
―

蒼
柴

神
社
―

米
百
俵
の
群
像
前
（
17
㎞
）

参
加
料
＝
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

持
ち
物
＝
昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具

定
員
＝
１
０
０
人
　

実
行
委
員
会

事
務
局
・
キ
ッ
ト
靴
店
ア
ー
ク
プ
ラ

ザ
店
・
高
阪
さ
ん
蕁
29
・
１
４
９
１

作
品
展
、
タ
レ
ン
ト
ラ
イ
ブ
（
チ

ャ
コ
ー
ル
フ
ィ
ル
タ
ー
・
チ
ン
☆
パ

ラ
）、
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日
時
＝
10
月
11
日
貍
・
12
日
豸
午
前

９
時
か
ら

長
岡
造
形
大
学
大
学

祭
実
行
委
員
会
蕁
29
・
８
９
１
４

”み
ん
な
で
考
え
る
“

新
し
い
東
中
づ
く
り
検
討
会

市
で
は
東
中
学
校
の
改
築
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
新

し
い
東
中
学
校
の
施
設
や
地
域

に
開
か
れ
た
学
校
な
ど
を
考
え

る
た
め
に
、
だ
れ
も
が
自
由
に

参
加
で
き
る
検
討
会
を
開
き
ま

す
。学

区
外
の
市
民
の
み
な
さ
ん

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
直
接

会
場
へ
ど
う
ぞ
（
駐
車
場
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
家
用

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
）。

日
時
＝
９
月
23
日
豢
午
後
２
時

か
ら
　
会
場
＝
東
中
学
校
体
育

館
　
内
容
＝
講
演
会
（
講
師
…

東
洋
大
学
工
学
部
教
授
・
長
澤

悟
さ
ん
、
演
題
…
新
し
い
学
校

づ
く
り
の
目
標
と
課
題
）
ほ
か

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
総
務
課
蕁

39
・
２
２
３
８

長岡地域の豊かな自然や歴史、文化、産業などをバス
で巡る「地域探訪ツアー」で、ふるさとの魅力を再発見
してみませんか。
定　員＝各コース40人
参加料＝３,０００円（昼食代、入館料など。当日に）

科
学
博
物
館
†
32
・
0
5
4
6

FAX
36
・
7
6
9
1

kahaku@
city.nagaoka.nii

gata.jp

▲８月10日の発掘調査見学会で

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

†
32
・
4
4
2
9

FAX
37
・
5
6
6
1

講
座�

コ
　
ー
　
ス�

定
員�

料理�花　　　道�茶　道�ペン�
毛筆�

月
曜
コ
ー
ス�

火
曜
コ
ー
ス�

月
曜
コ
ー
ス�

火
曜
コ
ー
ス�

水
曜
コ
ー
ス�

木
曜
コ
ー
ス�

木
曜
コ
ー
ス�

金
曜
コ
ー
ス�

草
月
流�

池
　
坊�

成
月
流�

草
月
流�

池
　
坊�

宗　流�

抹　茶�

小川流�

煎　茶�

各20人�各　30　人�各　15　人�30人�

水
曜
コ
ー
ス�

月
〜
木
曜
の
４
コ
ー
ス�

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
県
立
歴
史
博
物
館
体
験
コ
ー
ナ
ー

「
そ
っ
く
り
模
型
を
つ
く
ろ
う
」

■
外
国
人
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
（
入
場
無
料
）

■
ビ
デ
オ
「
不
登
校
の
真
実
」

上
映
と
ト
ー
ク
の
会

■
創
業
塾
で
新
た
な
一
歩
を

踏
み
だ
そ
う

■
三
古
地
区
地
産
地
消
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
聞
く
・
見
る
・
食
べ
る
・

知
る
・
伝
え
る
」

■
河
井
継
之
助

歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

■
長
岡
造
形
大
学
大
学
祭
『
創
ら
来

（
そ
う
ら
ら
い
）』

申し込み＝９月26日貊必着で、はがきに住所、氏名、年
齢、電話番号、希望コース、バスの乗降場所（ＪＲ長岡
駅東口、市立劇場前のいずれか）を記入し、〒940－0084
幸町２の１の１長岡地域広域行政組合蕁３７・６０６７へ。
ホームページhttp://www.kouiki.nagaoka.niigata.jpからも申
し込みできます（多数の場合抽選）。

期　　日� JR長岡駅東口発（着）�市立劇場前発（着）�コ　　ー　　ス　　名�

10月10日f

11日g

12日a

9：00（16：30）� 9：20（16：10）�

9：10（16：20）� 9：30（16：00）�

9：10（16：20）� 9：30（16：00）�

9：10（16：30）� 9：30（16：10）�

9：00（16：20）� 9：20（16：00）�

9：10（16：40）� 9：20（16：20）�

9：10（16：20）� 9：30（16：00）�

三島町・出雲崎町「三島の文化」と「良寛」探訪�

川口町・山古志村「杜のかたらい・和楽美の湯」と「中山隧道・闘牛」探訪�

小国町・越路町「紙の芸術」と「長谷川邸・越後の名産」探訪�

見附市・栃尾市「郷土の歴史」と「道の駅Ｒ290」探訪�

小千谷市・長岡市「そば打体験」と「戊辰の史跡」探訪�

和島村・与板町「良寛の里」と「楽山亭」探訪�

長岡市・中之島町「長岡戦災資料館」と「地域の特産」探訪�

地域探訪ツアーへどうぞ！�

●
野
外
博
物
館
地
質
コ
ー
ス

１●
地
層
と
化
石
の
観
察
会

２

●
長
岡
の
歴
史
を
探
る
会

４

●
「
総
合
学
習
」
相
談
会

５●
野
鳥
相
を
調
べ
る
会

６●
キ
ノ
コ
を
調
べ
る
会

７

●
化
石
の
学
習
会

９ ●
キ
ノ
コ
の
展
示
会
（
無
料
）

８●
読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

１●
映
画
会

２

●
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

３

●
楽
し
い
教
養
講
座

１

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
教
室

３

●
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
習
得
教
室

２

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ク
ル
に
入
り
ま
せ
ん

か
（
追
加
募
集
）

４

●
史
跡
「
馬
高
・
三
十
稲
場
遺

跡
」
発
掘
調
査
見
学
会

３

●
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
（
後
期
）

４

中
央
図
書
館
†
32
・
0
6
5
8

lib@
city.nagaoka.niigata.

jp
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで�
ください。�

ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で

問

い
合
わ
せ
＝
企
画
課
ま
た
は
新

潟
県
男
女
平
等
社
会
推
進
課
1

０
２
５
・
２
８
５
・
５
５
１
１

へ
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
（
雨
天

・
曇
天
の
場
合
中
止
）。

日
時
＝
９
月
11
日
貅
、
10
月
10

日
貊
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

長
岡
鉄
道
模
型
ク
ラ
ブ
の
み

な
さ
ん
が
運
転
し
て
見
せ
ま
す
。

ご
家
族
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
９
月
27
日
貍
午
後
１
時

〜
４
時
、
28
日
豸
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　
会
場
＝
青
少
年
文

化
セ
ン
タ
ー

中
国
の
子
ど
も
の
歌
・
童
話
・

都
市
の
名
前
・
中
国
語
の
あ
い

さ
つ
な
ど
を
楽
し
く
覚
え
ま
す
。

日
時
＝
10
月
18
日
貍
・
19
日
豸

・
25
日
貍
・
26
日
豸
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
会
場
＝
青
少
年

文
化
セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝
小
学

３
年
生
以
上
　
定
員
＝
20
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
５
０
０

円
　
講
師
＝
中
国
語
講
座
講
師

・
孫
艾
華
さ
ん
　
申
し
込
み
＝

９
月
10
日
貉
〜
30
日
貂

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
９
月
15

日
豢
〜
26
日
貊
秋
番
組
入
れ
替

え
の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。
９

月
27
日
貍
か
ら
は
「
大
航
海
時

代
」（
約
45
分
）
を
投
映
し
ま
す
。

温
水
プ
ー
ル
は
９
月
１
日
豺

〜
12
日
貊
補
修
工
事
の
た
め
お

休
み
し
ま
す
。

男
女
平
等
社
会
づ
く
り
に
向

け
た
取
組
み
を
進
め
る
た
め
の

対
話
集
会
で
す
。
一
時
保
育

（
無
料
）
と
手
話
通
訳
が
あ
り

ま
す
。

日
時
＝
10
月
９
日
貅
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
　
会
場
＝
市
立
劇

場
小
ホ
ー
ル
　
講
師
・
助
言
者

＝
新
潟
大
学
人
文
学
部
教
授
・

渡
邊
登
さ
ん
　
内
容
＝
県
条
例

の
説
明
、
意
見
交
換
、
講
評
・

助
言
　
申
し
込
み
＝
９
月
26
日

貊
ま
で
に
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

保
育
希
望
の
有
無
を
電
話
、
フ

日
時
＝
10
月
11
日
貍
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

講
師
＝
歌
誌（
音
）会
員
・
草
間
馨
子

さ
ん
　

古
今
新
古
今
を
詠
む
会
・

宮
島
さ
ん
1
・
FAX
44
・
８
９
５
２

①
ロ
ー
リ
ー
先
生
の

「
実
際
に
使
え
る
英
会
話
」

日
時
＝
10
月
３
日
〜
11
月
28
日
の
毎

週
金
曜
日
（
10
月
17
日
除
く
）
午
後

６
時
30
分
〜
８
時
30
分
　
講
師
＝
長

岡
大
学
非
常
勤
講
師
・
羽
賀
ロ
ー
リ

ー
さ
ん
　
受
講
料
＝
７
、０
０
０
円

定
員
＝
30
人
（
抽
選
）

②
地
方
リ
ッ
チ
学
講
座

リ
ッ
チ
な
地
方
を
一
緒
に
探
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
10
月
14
日
〜
11
月
18
日
の
毎

週
火
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30

分
　
講
師
＝
長
岡
大
学
教
授
・
岡
野

宏
昭
さ
ん
ほ
か
　
受
講
料
＝
６
、０
０

０
円
定
員
＝
30
人
（
抽
選
）

◇

◇

会
場
＝
長
岡
大
学

は
が
き
（
〒

９
４
０
―
０
８
２
８
御
山
町
80
の
８

長
岡
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
、

FAX
39
・
９
５
６
６
、
Ｅ
メ
ー
ルshou

gai@
nagaokauniv.ac.jp

で

①
地
域
文
化
特
講
一
般
開
放

日
時
＝
９
月
25
日
e
、
10
月
２
日
e

・
16
日
e
・
23
日
e
、
11
月
６
日
e

・
13
日
e
・
27
日
e
午
後
４
時
20
分

〜
５
時
50
分
　
講
師
＝
書
家
・
田
中

愛
子
さ
ん
、
長
岡
市
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
長
・
羽
賀
友
信
さ
ん
ほ
か
　
受

講
料
＝
無
料
　
定
員
＝
50
人
（
先
着
）

②
特
別
公
開
講
座
「
固
有
の
時
間
を

も
つ
地
域
へ
！
　
―
美
術
が
も
つ
可

能
性
―
」

日
時
＝
10
月
11
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
　
講
師
＝
大
地
の
芸
術
祭
総

合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
北
川
フ
ラ
ム
さ

ん
　
受
講
料
＝
無
料
　
定
員
＝
２
５

０
人
（
先
着
）

③
公
開
講
座
「
つ
く
っ
て
み
よ
う

わ
た
し
の
家
」

日
時
＝
９
月
17
日
〜
10
月
15
日
の
毎

週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

対
象
＝
敷
地
を
お
持
ち
の
人
　
受
講

料
＝
５
、０
０
０
円
（
高
校
生
２
、５
０

０
円
。
１
回
１
、０
０
０
円
。
材
料
費

別
）

定
員
＝
20
組
　
持
ち
物
＝
筆

記
用
具
、
定
規
ほ
か

◇

◇

会
場
＝
長
岡
造
形
大
学

希
望
講

座
名
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
往
復
は
が

き
（
〒
９
４
０
―
２
０
８
８
宮
関
町

１
９
７
長
岡
造
形
大
学
学
務
課
）
か

Ｅ
メ
ー
ルkyom

u@
nagaoka-id.ac

.jp

で
（
③
の
み
９
月
11
日
e
ま
で
）

日
時
＝
11
月
１
日
g
午
前
10
時
〜
正

午
と
午
後
１
時
〜
５
時
　
会
場
＝
長

岡
技
術
科
学
大
学
　
対
象
＝
社
会

人

受
講
料
＝
６
、２
０
０
円

定

員
＝
50
人
（
先
着
）

所
定
の

用
紙
で
郵
送
ま
た
は
持
参
（
〒
９
４

０
―
２
１
８
８
上
富
岡
町
１
６
０
３

の
１
長
岡
技
術
科
学
大
学
研
究
協
力

課
1
47
・
９
２
７
８
、
FAX
47
・
９
０

４
０
）

●
男
女
平
等
推
進
対
話
集
会

in
長
岡

企
画
課

†
39
・
2
2
0
4

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
34
・
1
3
0
5

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
長
岡
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
1
39
・
１
９
０
３
）

■
文
芸
講
演
会
「
新
古
今
和
歌
集
と

そ
の
時
代
」（
無
料
）

■
長
岡
造
形
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
1
21
・
３
３
３
１
）

■
長
岡
技
術
科
学
大
学
公
開
講
座

「
光
の
性
質
と
光
学
的
測
定
法
」

7
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド
　
1
２９
・
7
7
1
5

日
時
＝
９
月
28
日
a
午
後
３
時

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ

ア
タ
ー
　
全
席
自
由
＝
一
般
１
、

５
０
０
円
、
小
学
生
以
下
５
０

０
円

日
時
＝
10
月
１
日
d
午
後
７
時

か
ら
（
男
性
版
）
、
10
月
２
日

e
午
後
７
時
か
ら
（
女
性
版
）

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ

ア
タ
ー
　
出
演
＝
山
崎
一
さ
ん
、

櫻
井
淳
子
さ
ん
ほ
か

全
席
指

定
＝
３
、５
０
０
円
、
２
日
間
セ

ッ
ト
券
６
、３
０
０
円

日
時
＝
11
月
８
日
g
午
後
７
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

全

席
自
由
＝
一
般
３
、０
０
０
円
、

学
生
１
、５
０
０
円
（
当
日
各
５

０
０
円
増
）

青
少
年
招
待
＝

20
人

日
時
＝
10
月
11
日
g
午
後
２
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
入

場
料
＝
無
料
（
要
整
理
券
）

日
時
＝
10
月
12
日
a
午
後
２
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
入

場
料
＝
無
料
（
要
整
理
券
）

日
時
＝
12
月
27
日
g
午
後
６
時

か
ら
　
会
場
＝
市
立
劇
場
大
ホ

ー
ル

出
演
＝
指
揮
…
チ
ョ
ン

・
ミ
ョ
ン
フ
ン
、
管
弦
楽
…
東

京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
、
合
唱
…
東
京
オ
ペ
ラ
シ
ン

ガ
ー
ズ
、
地
元
で
公
募
し
た
合

唱
団
員
　
全
席
指
定
＝
Ｓ
席

９
、０
０
０
円
、
Ａ
席
７
、０
０

０
円
、
Ｂ
席
５
、０
０
０
円
、

学
生
席
３
、０
０
０
円
（
当
日

各
５
０
０
円
増
）

青
少
年
招

待
＝
50
人
　
チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝

10
月
２
日
e

日
時
＝
12
月
７
日
a
①
午
後
１

時
か
ら
②
午
後
４
時
30
分
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

出
演
＝
西
川
き
よ
し
、
太
平
サ

ブ
ロ
ー
ほ
か
　
全
席
指
定
＝
Ａ

席
４
、５
０
０
円
、
Ｂ
席
３
、５

０
０
円
　
チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝
９

月
25
日
e

市
民
が
自
主
的
に
企
画
し
た
、

質
の
高
い
事
業
を
財
団
の
自
主

事
業
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
９
月
30
日
c
ま
で

合
併
対
象
地
域
の
住
民
の
交

流
を
深
め
る
た
め
に
市
町
村
対

抗
戦
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

Ｅ
ボ
ー
ト
交
流
大
会
は
、
そ
の

第
一
弾
で
す
。
10
人
乗
り
手
こ

ぎ
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
信
濃
川
を

下
っ
た
り
、
交
流
レ
ー
ス
を
行

っ
た
り
し
ま
す
。

期
日
＝
９
月
23
日
-
（
雨
天
の

場
合
27
日
g
に
延
期
）

内
容

と
時
間
＝
①
川
下
り
体
験
…
午

前
９
時
〜
11
時
②
交
流
レ
ー
ス

＆
交
流
会
…
午
後
１
時
〜
５
時

30
分
　
場
所
＝
①
信
濃
川
妙
見

堰
下
流
〜
大
手
大
橋
下
流
右
岸

運
動
公
園
②
妙
見
堰
上
流
　
対

象
と
定
員
＝
①
小
学
生
以
上
…

10
人
②
１
チ
ー
ム
10
人
の
チ
ー

ム
対
抗
で
、
大
人
の
部
（
高
校

生
以
上
）
…
２
チ
ー
ム
、
小
・

中
学
生
の
部
…
１
チ
ー
ム
（
い

ず
れ
も
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

参
加
料
＝
無
料

持
ち
物
＝
濡
れ
て
も
構
わ
な
い

服
装
と
履
物
、
タ
オ
ル
　
申
し

込
み
＝
９
月
16
日
c
必
着
で
往

復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
参
加

者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
を
、
返

信
の
表
に
代
表
者
の
郵
便
番
号

・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
〒
９

４
０
―
８
５
０
１
長
岡
市
企
画

課
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
課

1
39
・
２
２
０
４

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
な
が

お
か
」
長
岡
Ｅ
ボ
ー
ト

交
流
大
会

チャレンジショップ「リード・ブロー」
体験講習会
チャレジショップは、商店経営を
目指す若者たちに１年間ミニ店舗を
提供し、商売のノウハウを体験して
もらおうと行っているものです。
現在、チャレンジショップ「リー
ド・ブロー」では、第４期生４人が、本格的に中心市
街地の空き店舗に出店しようと多くの人から支援を受
け、個性を生かしたお店を経営しています。
講習会はそれぞれのお店の特色を生かした楽しい内
容です。ぜひご参加ください｡

時　間＝①午後１時30分～５時30分②午前11時～11時
30分、午後１時30分～２時③午前11時から、
午後２時から、４時から④午後２時～３時

定員（先着）＝①４人②各２人③各２人④４人
参加料＝①500円②100円③900円④1,000円
申し込み＝９月10日貉からミーチャーファン蕁３９・１

１２５へ
問い合わせ＝商業振興課蕁３９・２２２８

初心者パソコン講習10月受講生募集

①「表計算入門講座」（4回コース）
初心者を対象。表計算ソフトを利用し、エクセルの基

本的な操作を学びます。

②「ワープロはじめて講座」（4回コース）
初心者を対象としたワープロ文書の作成講座です。ワ

ープロソフト（ワード）を使った簡単な操作を学びます。

③「ワープロちょっと上講座」（4回コース）
ワープロはじめて講座を終了した人が対象です。ワー

プロソフト（ワード）の基礎の復習と実用的な操作を学
びます。

会　場＝各講座とも中央公民館406教室（ワープロはじ
めて講座W103は四郎丸コミュニティセンター）

受講料＝①・②・③とも2,000円（テキスト代は別途徴収）
申し込み＝９月19日貊までに（消印有効）、往復はがき
の往信の裏に希望のコース№、住所、氏名、年齢、電話
番号を、返信の表に郵便番号、住所、氏名を記入して、
〒940-0072柳原町２の１中央公民館へ（多数の場合抽選）
ワープロはじめて講座W27は保育有です。保育を希望

される人を優先します。保育希望の人は子どもの年齢
（おおむね１歳以上）を記入してください。

申し込み＝中央公民館1３２・０４３７

●
リ
リ
ッ
ク
楽
器
シ
リ
ー
ズ

Y
O
U
L&
W
A
R
A
B
A

ジ
ェ
ン
ベ
・
ラ
イ
ブ

●
『
泪
目
銀
座
』
長
岡
公
演

「
３
つ
の
事
情
〜3

m
att

ers
in
1
story

for
2

versions

〜
」

な
み
だ
め

ぎ
ん

ざ

●
グ
ラ
ン
プ
リ
・
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
０
３
「
タ
ン
ク
・
ス
ト

リ
ー
ム
・
ク
ァ
ル
テ
ッ
ト
」

●
リ
リ
ッ
ク
響
き
シ
リ
ー
ズ

中
澤
桂
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

第
３
回
響
き
合
う
歌
声

●
リ
リ
ッ
ク
響
き
シ
リ
ー
ズ

三
善
晃
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

第
６
回
響
き
合
う
ピ
ア
ノ

●
市
立
劇
場
開
館
30
周
年
記
念

特
別
事
業
　
チ
ョ
ン
・
ミ
ョ

ン
フ
ン
指
揮
　
東
京
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
　
第

九
演
奏
会

●
市
立
劇
場
開
館
30
周
年
記
念

事
業

爆
笑
！
吉
本
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

●
『
平
成
16
年
度
市
民
企
画
公

募
型
事
業
』
募
集
中
！

コース№�

E24�

E33

期　　日�

10/６b、７c、８d、９e

10/27b、28c、29d、30e

時　　間�

９:30～12:00�

18:30～21:00

開催場所�

中央公民館�

定員�

20人�

コース№�

W26�

W27�

W103

期　　日�

10/20b、21c、22d、23e

10/27b、28c、29d、30e

10/27b、28c、29d、30e

時　　間�

13:30～16:00�

９:30～12:00�

９:30～12:00

開催場所�

中央公民館�
�

四郎丸コミュニティセンター�

定員�

20人�
�

10人�

コース№�

X25

期　　日�

10/20b、21c、22d、23e

時　　間�

９:30～12:00

開催場所�

中央公民館�

定員�

20人�

ネイルプレイス・�
ヴァニティー�

　　９月16日c

　　19日f

27日g

　　28日a

自分で作るオリジナルネイ�
ルチップ�

初心者のための漫画講座�

ミニカーのプチ補修�

「なりたい私になる！」眉�
カット＋カラーセラピー講座�

ミーチャーファン�

アッシュプリュス�

ジュテクトゥ�

期　　日

①�

②�

③�

④�

担　当　店� 内　　　容�

▲復活！やすきよ漫才

▲Eボート交流会で

●
鉄
道
模
型
運
転
会
（
無
料
）

２ ●
星
空
を
み
る
会
（
無
料
）

１

●
国
際
交
流
の
第
一
歩
教
室

「
中
国
物
語
」

３

▲リード・ブローで



部
体
育
館
　
　
川
上
さ
ん
蕁
０
９
０

・
７
２
１
４
・
０
４
１
７
（
午
後
５

時
10
分
〜
９
時
30
分
）、
Ｅ
メ
ー
ル

s.k318.2@
docom

o.ne.jp
①
『
い
の
ち
の
森
再
生
八
方
台
植
樹
』

講
演
会
（
無
料
）

日
時
＝
10
月
５
日
豸
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
　
演

題
＝
「
千
年
の
森
―

み
ん
な
で
つ
く

る
ふ
る
さ
と
の
森
」

講
師
＝
樹
医

博
士
・
小
日
向
孝
さ
ん

②
―

２
５
０
年
の
い
の
ち
と
心
の

森
―
八
方
台
休
暇
セ
ン
タ
ー
跡
地
に

木
を
植
え
ま
し
ょ
う
（
無
料
）

あ
な
た
の
名
前
を
書
い
た
名
札
付

苗
木
を
購
入
し
、
植
樹
に
参
加
で
き

ま
す
（
１
本
１
、０
０
０
円
）。

申
し

込
み
は
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

本
数
を
は
が
き
（
〒
９
４
０
―

１
１

４
６
下
条
町
１
４
０
６
―

６
Ｎ
Ｐ
Ｏ

新
潟
県
山
野
草
を
た
ず
ね
る
会
事

務
局
）、
FAX
23
・
１
３
１
７
、
Ｅ
メ
ー

ルhideo@
kanai.co.jp

で
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
19
日
豸
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
１
時
30
分
　
会
場
＝
八
方
台

休
暇
セ
ン
タ
ー
跡
地
　
内
容
＝
ブ
ナ
、

ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
植
樹
、
青
空
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
豚
汁
会
、
自
然
観
察
会

持
ち
物
＝
作
業
の
で
き
る
服
装
、
軍

手
、
移
植
ご
て
、
昼
食
（
お
わ
ん
・

は
し
）

◇
　

◇

Ｎ
Ｐ
Ｏ
新
潟
県
山
野
草
を
た
ず
ね

る
会
・
小
日
向
さ
ん
蕁
・
FAX
23
・
１

３
１
７

練
習
日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時

〜
９
時
（
祝
日
休
み
）

会
場
＝
北

19 18
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで�
ください。�

カ
大
統
領
に
注
目
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
１
日
〜
15
日
の
毎

週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
　
会
場
＝
長
岡
大
学
講
義
室

講
師
＝
長
岡
大
学
教
授
・
石
川

荘
太
郎
さ
ん
　
定
員
＝
40
人（
先

着
）

受
講
料
＝
１
、５
０
０
円

伝
統
的
な
日
本
文
化
を
体
験

し
な
が
ら
、
外
国
の
人
と
交
流

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
＝
９
月
27
日
貍
・
10
月
11

日
貍
・
25
日
貍
の
午
前
９
時
〜

正
午
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
書
道
・
茶
道
・
凧
作
り

を
外
国
の
人
と
一
緒
に
体
験

対
象
＝
お
お
む
ね
40
歳
以
下
の

人
　
定
員
＝
20
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
８
０
０
円
（
初
回
に
）

申
し
込
み
＝
９
月
10
日
貉
か
ら

長
岡
市
で
は
何
が
ま
ち
づ
く

り
の
核
と
な
る
の
か
。
ブ
レ
ン

ド
酒
の
立
ち
上
げ
を
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
、
ど
の
よ
う
に
ま

ち
が
変
化
し
発
展
し
て
い
く
の

か
を
考
え
ま
す
。

日
時
＝
10
月
22
日
貉
・
29
日
貉

午
後
７
時
〜
８
時
30
分
　
会
場

＝
長
岡
造
形
大
学
講
義
室
　
講

師
＝
長
岡
造
形
大
学
助
教
授
・

平
山
育
男
さ
ん
（
22
日
）、渡
辺

誠
介
さ
ん
（
29
日
）

定
員
＝

20
人
（
先
着
）

受
講
料
＝
１
、

０
０
０
円
（
教
材
費
別
）

車
い
す
の
人
も
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
１
日
〜
29
日
の
毎

週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時

会
場
＝
南
部
体
育
館
　
対
象
＝

心
身
障
害
児
・
者
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
　
指
導
＝
長
岡
市
テ
ニ
ス

協
会
　
持
ち
物
＝
内
履
き
、
硬

式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
（
貸
し
出

し
あ
り
）

定
員
＝
30
人（
先
着
）

申
し
込
み
＝
９
月
10
日
貉
か
ら

悠
久
山
屋
内
温
水
プ
ー
ル
は
、

９
月
24
日
貉
〜
10
月
３
日
貊
、

施
設
修
繕
お
よ
び
清
掃
作
業
の

た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
８
日
貉
午
前
９
時

か
ら
（
雨
天
の
場
合
は
30
日
貅

に
延
期
、
30
日
も
雨
天
の
場
合

は
中
止
）

会
場
＝
信
濃
川
河

川
運
動
公
園
自
由
広
場
・
サ
ッ

カ
ー
場
　
対
象
＝
各
小
学
校
区

の
住
民
で
55
歳
以
上
の
人
（
各

学
区
か
ら
５
〜
15
人
）

競
技

方
法
＝
個
人
戦
と
団
体
戦
（
各

学
区
全
選
手
の
上
位
５
人
の
合

計
打
数
で
競
う
）

参
加
料
＝

１
チ
ー
ム
５
０
０
円
（
当
日
に
）

申
し
込
み
＝
９
月
19
日
貊
ま
で

に
地
区
公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
で

今
年
度
は
市
民
体
育
祭
50
回

記
念
の
大
会
で
す
。
優
勝
者
・

優
勝
チ
ー
ム
に
は
ワ
ッ
ペ
ン
を

贈
り
ま
す
。

優
勝
者
へ
記
念
写
真
を
差
し

上
げ
ま
す
。

日
時
＝
11
月
２
日
豸
午
前
９
時

か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育
館

種
目
と
対
象
＝
個
人
形
…
小
・

中
・
高
校
生
、
基
本
演
武
…
初

心
者
、
組
手
…
小
学
校
高
学
年

〜
一
般
　
参
加
料
＝
小
・
中
学

生
７
０
０
円
、
高
校
生
〜
一
般

１
、０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
９

月
26
日
貊
午
後
５
時
ま
で
に
参

加
料
を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ

全
国
大
会
出
場
者
に
よ
る
各

種
目
講
習
・
演
武
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
９
月
28
日
豸
午
前
９
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育

道
場
　
種
別
＝
一
般
の
部
、
高

校
の
部
、
初
心
者
教
室
・
親
子

教
室
の
部
　
参
加
料
＝
一
般
３

０
０
円
、高
校
生
２
０
０
円（
初

心
者
・
親
子
教
室
の
部
は
無
料
）

申
し
込
み
＝
９
月
30
日
貂
ま
で

に
市
民
体
育
館
弓
道
場
へ
（
電

話
は
不
可
）

日
時
＝
10
月
18
日
貍
午
前
９
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
北
部
体
育

館
　
参
加
料
＝
１
チ
ー
ム
２
、０

０
０
円
（
当
日
）

申
し
込
み

＝
10
月
10
日
貊
ま
で
に
中
越
高

校
・
笠
原
さ
ん
蕁
24
・
０
２
０

３
、
FAX
24
・
０
２
０
５
へ

日
時
＝
10
月
７
日
〜
28
日
の
毎

週
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９

時
30
分
　
会
場
＝
南
部
体
育
館

グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ア
　
参
加
料
＝

２
、５
０
０
円
（
初
回
に
）

申

し
込
み
＝
９
月
10
日
貉
か
ら
南

部
体
育
館
蕁
39
・
３
６
０
０
へ

日
時
＝
10
月
５
日
〜
３
月
21
日

の
日
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時（
計

18
回
。
時
間
は
ク
ラ
ス
に
よ
り

異
な
り
ま
す
）

会
場
＝
青
少

年
文
化
セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝
小

学
１
年
生
〜
４
年
生
　
定
員
＝

70
人
　
参
加
料
＝
１
０
、０
０
０

円
　
申
し
込
み
＝
10
月
４
日
貍

正
午
か
ら
青
少
年
文
化
セ
ン
タ

ー
で
受
付
（
応
募
多
数
の
場
合
、

午
後
０
時
15
分
か
ら
抽
選
）

問
い
合
わ
せ
＝
悠
久
ス
イ
ミ
ン

グ
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
吉
岡
内
）

蕁
33
・
３
４
４
２

期
日
＝
９
月
28
日
豸

会
場
＝

希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場

種
目
＝

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
ベ
テ
ラ
ン
　
対

象
＝
市
民
に
居
住
ま
た
は
勤
務

す
る
人
　
参
加
料
＝
１
組
４
、０

０
０
円
（
長
岡
市
テ
ニ
ス
協
会

員
は
１
組
２
、０
０
０
円
）

申

し
込
み
＝
９
月
22
日
豺
ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て
長
岡
市
テ
ニ

ス
協
会
石
原
さ
ん
蕁
29
・
１
４

８
９
へ

日
時
＝
10
月
３
日
貊
〜
17
日
貊

の
火
曜
・
金
曜
午
後
７
時
〜
９

時
（
計
５
回
）

会
場
＝
希
望

が
丘
テ
ニ
ス
場
　
定
員
＝
45
人

（
抽
選
）

参
加
料
＝
４
、０
０

０
円
　
申
し
込
み
＝
９
月
19
日

貊
ま
で
に
往
復
は
が
き
の
往
信

の
裏
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
経
験
年
数
を
記
入
し
、
〒

９
４
０
―

０
０
９
７
山
田
１
の

４
の
14
棚
橋
さ
ん
蕁
32
・
０
６

９
２
へ
（
午
後
８
時
以
降
）

期
日
＝
木
曜
コ
ー
ス
…
９
月
25

日
〜
10
月
30
日
、
火
曜
コ
ー
ス

…
９
月
30
日
〜
11
月
４
日
（
各

計
６
回
）

時
間
＝
午
前
10
時

〜
正
午
　
会
場
＝
市
民
体
育
館

参
加
料
＝
２
、０
０
０
円
（
初
回

に
）
持
ち
物
＝
内
履
き
　
申
し

込
み
＝
９
月
10
日
貉
か
ら
火
曜

コ
ー
ス
小
林
さ
ん
蕁
23
・
２
０

８
４
、
木
曜
コ
ー
ス
片
桐
さ
ん

蕁
36
・
４
７
５
８
へ

館
大
ア
リ
ー
ナ
　
内
容
＝
24
式

太
極
拳
、
32
式
太
極
剣
、
長
拳

参
加
料
＝
５
０
０
円（
当
日
に
・

中
学
生
以
下
無
料
）

申
し
込

み
＝
９
月
26
日
貊
ま
で
に
市
民

体
育
館
へ

参
加
者
全
員
を
種
別
問
わ
ず

に
混
ぜ
て
ペ
ア
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
を
行
な
い
ま
す
。

日
時
＝
10
月
13
日
豢
午
前
10
時

か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
弓

10
月
１
日
か
ら
各

体
育
館
内
が
全
面
禁

煙
と
な
り
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

参
加
者
の
自
慢
の
作
品
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
10
月
18
日
貍
〜
20
日
豺

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
20
日

は
正
午
ま
で
）

会
場
＝
厚
生

会
館
大
ホ
ー
ル
　
内
容
＝
和
紙

人
形
、
絵
画
、
焼
物
、
書
道
、

編
み
物
、
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
、

盆
栽
、
籐
工
芸
、
俳
句
ほ
か

今
や
、
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら

ず
、
世
界
政
治
に
多
大
な
影
響

力
を
持
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
大

統
領
。
今
後
の
世
界
の
動
き
を

考
え
る
上
で
も
、
次
期
ア
メ
リ

中
央
公
民
館
†
32
・
0
4
3
7

FAX
32
・
0
5
6
1

chu-kou@
city.nagaoka.nii

gata.jp

福
祉
相
談
課†

39
・
2
2
1
8

FAX
32
・
0
1
6
0

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

†
34
・
2
7
0
0

と
加
盟
団
体
の
催
し

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

†
32
・
6
1
1
7

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
新
潟
県
山
野
草
を

た
ず
ね
る
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
員
募
集

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

日
時
＝
10
月
５
日
豸
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
（
受
付
は
午

前
９
時
30
分
か
ら
・
雨
天
中

止
）

会
場
＝
国
営
越
後
丘

陵
公
園
　
参
加
料
＝
大
人
３

０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
０

０
円
（
傷
害
保
険
含
む
。
別

途
費
用
が
か
か
る
コ
ー
ス
や

無
料
体
験
コ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
）

持
ち
物
＝
昼
食
、
雨

具
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、
運
動

の
で
き
る
服
装
な
ど
　
コ
ー

ス
＝
①
サ
イ
ク
リ
ン
グ
②
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
③
越
後

丘
陵
公
園
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー

④
四
二
・
一
九
五
km
タ
ス
キ

リ
レ
ー
⑤
ヒ
ッ
プ
ボ
ー
ド
滑

走
⑥
熱
気
球
体
験
⑦
楽
し
い

工
作
と
役
に
立
つ
ロ
ー
プ
結

び
⑧
公
園
自
然
探
勝
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
⑨
余
暇
時
間
診
断（
⑧

⑨
は
無
料
体
験
コ
ー
ス
）

申
し
込
み
＝
①
〜
④
、
⑧
の

コ
ー
ス
は
９
月
26
日
貊
ま
で

に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
蕁
32
・

６
１
１
７
へ
（
そ
の
他
は
当

日
に
申
し
込
み
受
付
。
⑥
は

整
理
券
を
配
布
）

開
催
の
有
無
は
、
当
日
午

前
７
時
〜
７
時
30
分
に
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

各
体
育
館
に
あ
る
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
3

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ

ー
や
初
心
者
教
室
な
ど
で
、
ス
ポ

ー
ツ
を
思
い
っ
き
り
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

期
日
＝
９
月
28
日
豸

対
象
＝
小

学
生
以
下
の
児
童
・
生
徒

●
午
前
の
部
（
全
員
参
加
）

会
場
＝
南
部
体
育
館
　
時
間
・
内

容
＝
９
時
か
ら
…
開
会
式
、
９
時

30
分
か
ら
…
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン

ジ
コ
ー
ナ
ー
「
ア
イ
ア
ン
マ
ン
ス

ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
（
だ
れ
で

も
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ

ー
で
す
）

●
午
後
の
部
（
希
望
者
対
象
）

時
間
と
会
場
は
種
目
で
異
な
り

ま
す
。
低
学
年
・
初
心
者
向
け
教

室
（
年
齢
や
体
力
に
応
じ
た
運
動

遊
び
）
や
経
験
者
向
け
の
技
術
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。
元
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
な
ど
著
名
選
手
も

参
加
し
ま
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
４
時（
②

⑤
は
午
後
１
時
〜
３
時
）

会
場
移
動
は
各
自
で
お
願
い
し

ま
す
（
車
で
来
場
の
場
合
は
、
出

来
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
）。

申
し
込
み
＝
９
月
19
日
貊
ま
で
に

長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事

務
局
（
市
民
体
育
館
内
）
蕁
34
・

２
７
０
０
へ

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
無
料
）

▲熱気球を体験で
きるよ！

内
　
容�

会
　
　
　
場�

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル�

野
球�

悠
久
山
野
球
場
（
雨
天�

の
場
合
は
宮
内
小
学
校
）�

南
部
体
育
館�

バ
レ
ー�

ボ
ー
ル�

サ
ッ
カ
ー�

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ�

阪
之
上
小
学
校�

信
濃
川
河
川
運
動
公
園

サ
ッ
カ
ー
場
（
雨
天
の

場
合
は
旭
岡
中
学
校
）�

南
部
体
育
館�

○�1○�2○�3○�4○�5

▲和紙人形の講座で（８月25日）

●
な
が
お
か
市
民
大
学

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ

米
大
統
領
の
再
選
は
あ
る
か

２

●
世
界
の
み
ん
な
で

Ｗ
Ａ
（
和
・
輪
）
体
験

３

●
高
齢
者
趣
味
の
教
室
「
い
き

い
き
作
品
展
」（
入
場
無
料
）

１

●
な
が
お
か
市
民
大
学

酒
蔵
と
ま
ち
づ
く
り

４

●
悠
久
山
屋
内
温
水
プ
ー
ル
臨

時
休
館
の
お
知
ら
せ

１●
地
域
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会

２ ●
ハ
ン
デ
ィ
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

●
市
民
体
育
祭
空
手
道
大
会

１●
市
民
体
育
祭
太
極
拳
ま
つ
り

２●
太
極
拳
初
心
者
教
室

９

●
市
民
体
育
祭
弓
道
大
会

３

●
市
民
体
育
祭

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

４

●
長
岡
市
ミ
ッ
ク
ス

ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

７

●
悠
久
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

６ ●
初
心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

５

●
市
民
テ
ニ
ス
教
室
（
硬
式
）

８
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本
人
の
知
ら
な
い
間
に
、
第

三
者
が
婚
姻
届
を
提
出
す
る
な

ど
の
虚
偽
の
戸
籍
届
出
を
防
止

す
る
た
め
、
長
岡
市
で
は
、
10

月
１
日
貉
か
ら
戸
籍
に
関
す
る

届
出
を
受
け
付
け
る
際
、
本
人

で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
行

い
ま
す
。

本
人
か
ど
う
か
確
認
が
出
来

な
い
場
合
は
、
後
日
、
本
人
に

郵
送
で
届
出
が
あ
っ
た
旨
を
通

知
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
届
出
＝
婚
姻
届
、

離
婚
届
、
養
子
縁
組
届
、
養
子

離
縁
届
　
確
認
書
類
と
し
て
持

参
す
る
も
の
＝
運
転
免
許
証
や

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、
官
公
署
発

行
の
写
真
付
き
身
分
証
明
書

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
1
39
・

２
２
１
５

精
神
に
障
害
の
あ
る
人
が
安

心
し
て
集
う
こ
と
が
で
き
、
仲

間
と
の
交
流
や
趣
味
・
創
作
活

動
等
を
通
し
て
自
信
の
回
復
や
、

よ
り
積
極
的
な
社
会
参
加
を
し

て
も
ら
う
た
め
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
＝
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
持
つ
人
（
医
療
機
関
や

社
会
復
帰
施
設
等
の
関
係
者
の

紹
介
が
必
要
で
す
）

日
時
＝

10
月
２
日
〜
来
年
３
月
25
日
の

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　
会
場
＝
な
が
お
か

市
民
セ
ン
タ
ー
１
階
障
害
者
プ

ラ
ザ
　
利
用
料
＝
無
料
（
材
料

費
等
は
自
己
負
担
）

申
し
込

み
＝
９
月
10
日
貉
か
ら
　
問
い

合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
1
39
・

２
２
４
５

痴
ほ
う
性
高
齢
者
を
介
護
す

る
家
族
が
、
外
出
や
介
護
疲
れ

で
休
養
が
必
要
な
と
き
に
、
研

修
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
や

す
ら
ぎ
支
援
員
』
が
高
齢
者
を

訪
問
し
、
見
守
り
や
話
し
相
手

を
し
ま
す
。

な
お
、
直
接
体
に
触
れ
る
介

護
は
行
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
利
用
の
際
は
、
事
前

に
、
対
象
者
と
や
す
ら
ぎ
支
援

員
と
の
顔
合
わ
せ
の
場
を
設
け

ま
す
。

派
遣
開
始
＝
10
月
１
日
貉
か
ら

対
象
＝
痴
呆
症
状
が
あ
り
、
介

護
保
険
で
要
支
援
、
要
介
護
１
、

要
介
護
２
の
い
ず
れ
か
の
状
態

と
認
定
を
受
け
た
人
　
利
用
時

間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
の

う
ち
、
１
日
４
時
間
を
限
度
と

し
て
週
８
時
間
ま
で
　
利
用
料

＝
１
時
間
１
０
０
円
　
申
し
込

み
＝
９
月
16
日
貂
か
ら
介
護
保

険
課
1
39
・
２
２
４
５
へ

期
日
＝
９
月
14
日
豸

会
場
＝
南
部

体
育
館
、
宮
内
公
民
館
　
時
間
＝
①

分
科
会
…
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30

分
②
全
体
会
…
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
　
内
容
＝
①
平
和
に
つ
い
て
（
講

師
は
東
京
大
学
教
授
・
小
森
陽
一
さ

ん
）、
市
町
村
合
併
、
社
会
保
障
、

安
全
な
食
べ
物
、
不
登
校
・
ひ
き
こ

も
り
に
つ
い
て
な
ど
②
『
も
し
世
界

が
１
０
０
人
の
村
だ
っ
た
ら
』
の
著

者
・
池
田
香
代
子
さ
ん
講
演
会
　
参

加
料
＝
５
０
０
円

長
岡
母
親
大

会
連
絡
会
1
34
・
７
６
３
５

日
時
＝
９
月
17
日
貉
〜
19
日
貊
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
30
分
　
会
場
＝
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟
（
住
吉
３
）

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

内
容
＝
キ

ャ
リ
ア
形
成
の
必
要
性
と
進
め
方
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
な
ど

雇

用
・
能
力
開
発
機
構
新
潟
セ
ン
タ
ー

1
０
２
５
・
２
４
０
・
０
５
３
１

日
時
＝
９
月
25
日
貅
、
26
日
貊
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
　
会
場

＝
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
（
保
育

ル
ー
ム
あ
り
）

対
象
＝
育
児
、
介

護
を
理
由
に
退
職
し
、
再
就
職
を
希

望
す
る
人
で
２
日
間
と
も
参
加
で
き

る
人
　
内
容
＝
再
就
職
プ
ラ
ン
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
の
作
成
ほ
か
　
定
員
＝

20
人
（
先
着
）

９
月
10
日
貉
か

健
康
保
険
料
の
納
付
は
、
便
利

で
確
実
な
口
座
振
替
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
納
期
ご
と
に
金
融

機
関
へ
出
向
く
手
間
も
な
く
な

り
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り

ま
せ
ん
。

申
請
書
は
、
市
内
の
金
融
機

関
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
預
金

口
座
の
あ
る
金
融
機
関
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

振
替
の
開
始
は
、
申
請
書
を

提
出
し
た
翌
月
の
末
日
の
納
期

限
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の
＝
預
金
通
帳
、

届
出
印
　
問
い
合
わ
せ
＝
市
税

と
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

…
収
納
課
1
39
・
２
２
１
４
、

介
護
保
険
料
…
介
護
保
険
課
1

39
・
２
２
４
５
、
国
民
健
康
保

険
料
…
国
保
医
療
課
1
39
・
２

２
２
０

９
月
23
日
豢
は
、
ホ
ス
ト
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
整
備
・
点
検
の

た
め
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
業
務
を
休
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
1
39
・

２
２
１
５

９
月
12
日
貊
か
ら
堺
土
地
区

画
整
理
区
域
の
町
名
が
変
わ
り

ま
す
。

新
し
い
町
名
は
堺
東
町
で
す
。

（
左
図
参
照
）

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
1
39
・

２
２
１
５

市
税
、
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
、
介
護
保
険
料
、
国
民

ら
、
21
世
紀
職
業
財
団
新
潟
事
務
所

1
０
２
５
・
２
４
９
・
５
６
６
０
へ

代
金
の
15
％
を
手
数
料
と
し
、
残

り
を
提
供
者
に
支
払
い
ま
す
。

出
品
受
付
＝
９
月
25
日
貅
・
26
日
貊

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
即
売
会
＝

９
月
27
日
貍
・
28
日
豸
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　
出
品
受
付
場
所
・
会
場

＝
厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル

消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
内
消
費
者
協
会
長
岡
支

部
事
務
局
1
32
・
０
０
２
２

長
岡
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
（
素
案
）
に
対
す
る
公
聴
会
を

開
催
し
ま
す
。
意
見
を
述
べ
た
い
人

（
公
述
人
）
は
、
10
月
１
日
貉
（
必

着
）
ま
で
に
お
申
し
出
の
う
え
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
（
公
述
の
申
し
出
が

な
い
場
合
は
開
催
し
ま
せ
ん
）。な
お
、

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
開
催
の
有

無
を
確
認
の
う
え
当
日
午
後
６
時
30

分
か
ら
先
着
順
（
定
員
２
０
０
人
）

で
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
＝
10
月
21
日
貂
午
後
７
時
か
ら

会
場
＝
長
岡
造
形
大
学
大
講
義
室
（
宮

関
町
）

・

〒
９
５
０
―
８
５

７
０
新
潟
市
新
光
町
４
の
１
県
土
木

部
都
市
局
都
市
政
策
課
1
０
２
５
・

２
８
５
・
５
５
１
１
（
内
線
３
３
３

２
）、
FAX
０
２
５
・
２
８
５
・
０
６

２
４
、
Ｅ
メ
ー
ルt1600107@

m
ail.

pref.niigata.jp

へ

日
時
＝
10
月
２
日
貅
午
後
１
時
〜
４

時
30
分
　
会
場
＝
市
役
所
幸
町
分
室

２
階
第
７
会
議
室
　
対
象
＝
不
動
産

の
賃
貸
や
価
格
決
定
で
お
困
り
の
人

譖
新
潟
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
1

０
２
５
・
２
２
５
・
２
８
７
３

市議会を傍聴しませんか

任期満了に伴う長岡市長選挙の日程

市議会の本会議や委員会は公開されています。
みなさん気軽においでください。

11月20日の任期満了に伴い長岡市長選挙を次のとおり行い
ます。

※詳細は、市政
だより10月号
でお知らせし
ます。

投票時間＝投票日…午前７時～午後８時
不在者投票…午前８時30分～午後８時

〔立候補予定者説明会〕
長岡市長選挙の立候補予定者を対象に、

説明会を開催します。
日　時＝10月10日貊午後１時30分から　
会　場＝市役所４階大会議室　
問い合わせ＝選挙管理委員会事務局

†３９・２２４１お問い合わせは議会事務局†３９・２２４４へ

時　間＝本会議…午後１時から
常任委員会…午前10時から
議会運営委員会…午前11時30分から

傍聴定員＝本会議…65人（車いす２人含む）
委員会…７人

住民基本台帳ネットワークシステム（住基ネット）を利用した
サービスの受付時間は、平日の午前9時～午後5時です
対象業務＝住基ネットを利用した住民票の写しの交付（全国どこの市町村

でも受けられます）、住民基本台帳カードを利用した転入手続き
場　所＝市民課（市役所１階）、市民サービスセンター（ながおか市民セン

ター１階）
問い合わせ＝市民課†３９・２２１５

●
10
月
１
日
　
か
ら

戸
籍
届
出
時
の
本
人
確
認
を

実
施
し
ま
す （水）

●
精
神
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
後
期
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ

●
痴
呆
性
高
齢
者

家
族
や
す
ら
ぎ
支
援
事
業

●
町
名
変
更
の
お
知
ら
せ

さ
か
い
ひ
が
し
ま
ち

●
市
税
等
の
納
付
は
　
　
　
　

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
で

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
新
潟
県
母
親
大
会

母
親
が
変
わ
れ
ば
社
会
が
変
わ
る

■
若
年
求
職
者
対
象

キ
ャ
リ
ア
応
援
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

■
Ｒ
ｅ
・
Ｂ
ｅ
ワ
ー
ク
（
再
就
職
準

備
）
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

リ
　
　

ビ
ー

■
贈
答
品
交
換
即
売
会

■
新
潟
県
「
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
公
聴
会

■
不
動
産
の
無
料
相
談
会

▲めいすいくん
（明るい選挙推進協会
イメージキャラクター）

告 示 日 11月２日a�

投 票 日 11月９日a�

不 在 者 11月２日a～�
投票期間 11月８日g

市議会９月定例会の日程

期　　日� 会　　議　　名� 会　　場�

９月10日d

　　24日d

　　11日e

　　12日f

　　16日c

　　17日d

　　18日e

　　19日f

第二委員会室�

議　場�

第一委員会室�

第三委員会室�

第二委員会室�

議　場�

議会運営委員会�

本会議（予備日）�

本会議（予備日）�

建設委員会�

産業環境委員会�

文教社会委員会�

総務委員会�

議会運営委員会�

本会議（最終日）�

本会議（招集日）�

自
分
の
体
力
を
知
ろ
う

（
体
力
テ
ス
ト
）

市
民
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
で
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
よ
り
効
果
的
に
、
安
全
に
進

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
体
力
テ

ス
ト
を
実
施
し
、
結
果
に
基
づ

き
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

会
員
は
結
果
を
も
と
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
診
断
に
よ
る
目
的

別
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
火
・
木
曜
日
①
午

前
10
時
か
ら
②
午
後
７
時
か
ら

会
場
＝
市
民
体
育
館
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
　
対
象
＝
中
学
生

以
上
　
定
員
＝
各
４
人
　
持
ち

物
＝
運
動
に
適
し
た
服
装
、
内

履
き
　
申
し
込
み
＝
希
望
日
の

２
日
前
ま
で
に
市
民
体
育
館
1

34
・
２
７
０
０
へ
（
要
施
設
使

用
料
）

教室名�

対　象�

定　員�

期　間�

参加料�

申し込み�

時　間�

内　容�

親　子　体　育　教　室�
め　ば　え� ひ　よ　こ�

火曜日コース�水曜日コース�金曜日コース�火曜日コース� 水曜日コース�木曜日コース�金曜日コース�

25組� 10組� 15人�

13：30～
　14：30 10：30～11：30 16：00～17：00 16：00～17：00

4，000円×２回払い�
（体育館使用料込み）�

平成12年４月２日～平成
13年４月１日までに生ま
れた子どもとその保護者�

平成９年４月２日～平成
12年４月１日までに生ま
れた子どもとその保護者�

小学校１～３年生�

９月30日～�
　３月９日�
毎週火曜日�

９月24日～�
　３月17日�
毎週水曜日�

９月26日～�
　３月12日�
毎週金曜日�

９月30日～�
　３月９日�
毎週火曜日�

木曜日コース�

10組�
９月18日～�
　３月18日�
毎週木曜日�

９月26日～�
　３月12日�
毎週金曜日�

９月24日～�
　３月17日�
毎週水曜日�

９月18日～�
　３月18日�
毎週木曜日�

親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるなどの
発達段階に応じた基礎運動。ボールやマットを使っ
た運動、リズム体操など。�

5，000円×２回払い（体育館使用料込み）�

　９月10日d午前９時から市民体育館1３４・２７００へ（先着）�

幼年体育教室�
つ　ば　さ�

・器具を使った基礎運動�
・集団遊び。�
・各種スポーツ、ゲーム�

教室名�

対　象�

募集定員�

期　間�

参加料�

申し込み�

時　間�

内　容�

親子ふれあいコース�

15組�

10：30～11：30

平成12年４月２日～平成
13年４月１日までに生ま
れた子どもとその保護者�

親と子のスキンシップ。
走る、跳ぶ、投げるなど
の発達段階に応じた基礎
運動。�

5，000円×２回払い�
（体育館使用料込み）�

９月18日～３月11日�
毎週木曜日�

９月11日e午前９時から�
　北部体育館1２４・６１１６へ（先着）�

〈初回に持参するもの〉・参加料　・内履き　・顔写真１枚
（縦５袍×横４袍、裏に氏名を記入）　・印鑑　・タオル�
※大会などのため、日程を変更する場合があります。�

育�
学
校
町
１
の
２
の
１�

館�

市�
民�
体�

育�
東
蔵
王
２
の
２
の
72
�
館�

北�
部�
体�

親子・幼年体育教室�

国道351号

国道
８号
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで�
ください。�

町
内
会
は
、
市
の
認
可
を
受

け
る
こ
と
で
法
人
化
（
地
縁
団

体
と
い
い
ま
す
）
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

町
内
会
を
法
人
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
町
内
公
民
館
等
の
不

動
産
を
町
内
会
名
義
で
登
記
で

き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
蕁
39
・

２
２
１
５

家
庭
で
介

護
に
あ
た
っ

て
い
る
み
な

さ
ん
、
日
ご

ろ
の
悩
み
や

体
験
を
語
り

合
い
、
温
泉

で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
11
月
10
日
豺
〜
11
日
貂

会
場
＝
蓬
平
温
泉
「
和
泉
屋
」

対
象
＝
家
庭
で
寝
た
き
り
の
高

齢
者
や
、
痴
ほ
う
性
高
齢
者
、

重
度
心
身
障
害
児
・
者
の
介
護

に
あ
た
っ
て
い
る
人
　
定
員
＝

15
人
（
先
着
）
内
容
＝
懇
談
会
、

施
設
見
学
　
参
加
料
＝
３
、０
０

０
円
　
申
し
込
み
＝
９
月
10
日

貉
か
ら
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議

会
蕁
33
・
６
０
０
０
へ

身
体
障
害
者
補
助
犬
法
に
よ

り
、
10
月
１
日
貉
か
ら
、
身
体

に
障
害
の
あ
る
人
が
、
ホ
テ
ル
、

デ
パ
ー
ト
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

の
施
設
を
利
用
す
る
際
、
身
体

障
害
者
補
助
犬
を
同
伴
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

（
施
設
の
管
理
者
は
、
身
体
障

害
者
補
助
犬
の
同
伴
を
拒
否
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
）。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
補
助
犬
法

身
体
障
害
者
補
助
犬
法
は
、

身
体
障
害
者
補
助
犬
の
育
成
や

利
用
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
で
、

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
の
自
立

と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
平
成
14
年
10
月

１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

施
行
と
同
時
に
、
公
共
施
設

や
公
共
交
通
機
関
に
お
け
る
身

体
障
害
者
補
助
犬
の
使
用
（
同

伴
）
を
拒
否
す
る
こ
と
を
禁
止

し
、
今
回
の
同
伴
可
能
範
囲
の

拡
大
に
よ
り
、
補
助
犬
を
使
用

す
る
身
体
障
害
者
の
活
動
範
囲

は
さ
ら
に
広
が
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
法
律
は
、
身
体

障
害
者
補
助
犬
を
使
用
す
る
身

体
障
害
者
に
、
補
助
犬
の
衛
生

管
理
や
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
管
理
す
る
こ
と
な
ど
の

義
務
も
定
め
て
い
ま
す
。

〔
身
体
障
害
者
補
助
犬
と
は
…
〕

身
体
障
害
者
の
日
常
生
活
を

支
援
す
る
犬
の
こ
と
で
、
次
の

３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
盲
導
犬

視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
が
安

全
に
歩
行
で

き
る
よ
う

に
、
外
出
時

に
目
的
地
ま

で
誘
導
す
る

犬
。

②
介
助
犬

肢
体
の
不
自
由
な
人
の
た
め

に
、
物
の
運

搬
、
着
替
え

の
手
助
け
、

起
立
や
歩
行

の
際
の
手
助

け
、
緊
急
の

場
合
の
救
助

要
請
な
ど
を
行
う
犬
。

③
聴
導
犬

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
の
た

め
に
、
電
話

の
呼
び
出
し

音
や
ブ
ザ
ー

な
ど
の
音
を

聞
き
分
け
て

伝
え
た
り
、

誘
導
し
た
り

す
る
犬
。

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
相
談
課
蕁

39
・
２
２
１
８

心
肺
そ
生
法
（
成
人
、
小
児
、

乳
幼
児
）
お
よ
び
止
血
法
、
傷

病
者
の
管
理
法
を
含
め
た
高
度

な
応
急
手
当
の
講
習
会
（
８
時

間
）
を
開
催
し
ま
す
。

講
習
を
修
了
し
た
方
に
は「
上

級
救
命
講
習
修
了
証
」
を
交
付

し
ま
す
。
大
切
な
命
を
救
う
た

め
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
必
要
な

知
識
を
習
得
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
９
月
20
日
貍
午
前
９
時

〜
午
後
６
時
　
会
場
＝
長
岡
市

消
防
本
部
講
堂
（
西
千
手
１
）

定
員
＝
30
人（
先
着
）
申
し
込

み
＝
９
月
10
日
貉
ま
で
に
消
防

署
救
急
係
蕁
35
・
２
１
９
３
へ

①
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の

よ
ろ
ず
相
談
（
無
料
）

蕁
０
２
５
・
２
８
５
・
４
１
６
５

お
年
寄
り
や
そ
の
家
族
の
み
な
さ

ん
が
抱
え
る
、
悩
み
ご
と
や
心
配
ご

と
の
相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

相
談
時
間
＝
毎
週
月
〜
金
曜
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

※
法
律
や
医
療
、
痴
呆
、
年
金
、
税

金
、
介
護
の
専
門
家
が
相
談
に
応
　
　

じ
る
専
門
相
談
（
予
約
制
）
も
あ

り
ま
す
。

②
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

蕁
０
２
５
・
２
８
１
・
５
５
５
０

中
高
年
の
人
に
役
立
つ
い
ろ
い
ろ

な
情
報
を
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
24

時
間
年
中
無
休
）
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

９
月
の
内
容
＝
９
月
１
日
〜
15
日
…

「
ぎ
っ
く
り
腰
に
ご
用
心
」
、
16
日

〜
30
日
…
「
遺
言
書
の
作
り
方
」

就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
と
求
人

者
と
の
合
同
就
職
面
接
会
で
す
。
直

接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
９
月
25
日
貅
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
２
階

「
け
や
き
の
間
」

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
長
岡
蕁
32
・
１
１
８
１

当
日
は
、
無
料
点
検
コ
ー
ナ
ー
や

ク
ル
マ
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
10
月
４
日
貍
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
譖
新
潟
県
自
動
車
整

備
振
興
会
長
岡
支
所
（
摂
田
屋
町
）、

新
産
管
理
セ
ン
タ
ー
（
新
産
２
）

譖
新
潟
県
自
動
車
整
備
振
興
会
長

岡
支
部
蕁
23
・
０
０
４
０
ま
た
は
市

内
の
各
自
動
車
整
備
工
場
へ

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・

公
証
人
等
の
専
門
家
が
、
登
記
・
金

銭
保
証
・
遺
言
等
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時
＝
10
月
５
日
豸
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
阪
之
上
公
民
館

（
今
朝
白
１
）

法
務
局
長
岡
支

局
蕁
33
・
６
９
０
１

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て
（
９
月
４
日
貅
は
お
休
み
し
ま
す
）

サ
ン
セ
ベ
リ
ア
は
、
日
本
で

は
ト
ラ
ノ
オ
（
虎
の
尾
）
の
名

で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
観
葉
植

物
で
、
別
名
チ
ト
セ
ラ
ン
（
千

歳
蘭
）
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

葉
は
肉
厚
で
、
多
肉
植
物
の
仲

間
に
入
れ
た
方
が
い
い
よ
う
な

植
物
で
す
。

代
表
的
な
品
種
の
ロ
ー
レ
ン

テ
ィ
種
は
、
肉
厚
で
平
た
い
剣

状
の
長
い
葉
が
何
枚
も
株
元
か

ら
直
立
し
ま
す
。
葉
に
は
虎
の

よ
う
な
横
じ
ま
の
模
様
が
入
り
、

両
縁
に
黄
色
い
斑ふ

が
入
り
ま
す
。

一
方
、
ハ
ニ
ー
種
は
小
型
の
矮わ

い

性
種
で
、
葉
に
黄
色
い
斑
が
多

く
入
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ハ
ニ
ー
と

銀
緑
色
の
シ
ル
バ
ー
ハ
ニ
ー
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

（
用
土
）
肉
厚
の
植
物
な
の
で

排
水
性
を
重
視
し
、
例
え
ば
赤

玉
土
６
、
川
砂
４
の
混
合
土
に

少
量
の
苦
土
石
灰
を
混
入
し
た

土
な
ど
を
用
い
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。

（
置
き
場
所
）
高
温
を
好
む
の

で
、
春
か
ら
秋
ま
で
は
で
き
る

だ
け
高
温
と
な
る
場
所
に
置
き

ま
す
。

陽
光
も
好
み
ま
す
が
、
真
夏

の
直
射
日
光
は
強
す
ぎ
る
た
め
、

軽
い
日
焼
け
を
起
こ
し
て
葉
の

つ
や
が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
夏
は
、
半
日
陰
の
場
所

に
移
動
す
る
か
寒
冷
紗
な
ど
で

30
％
の
遮
光
を
し
て
や
り
ま
し

ょ
う
。

室
内
で
は
で
き
る
だ
け
明
る

い
場
所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

（
水
や
り
）
八
重
桜
の
散
る
こ

ろ
か
ら
９
月
ま
で
の
生
育
期
は
、

鉢
土
が
乾
い
た
ら
十
分
に
与
え

ま
す
。

（
肥
料
）
生
育
期
に
は
十
分
な

栄
養
を
与
え
る
た
め
、
月
に
１

回
油
か
す
の
玉
肥
を
施
し
ま
す
。

（
冬
越
し
の
コ
ツ
）
サ
ン
セ
ベ

リ
ア
の
生
育
で
は
、
冬
越
し
で

失
敗
す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

家
庭
で
は
、
低
温
期
に
土
が
湿

っ
て
い
る
と
地
際
か
ら
腐
っ
て

き
ま
す
。

そ
こ
で
、
10
月
中
旬
以
降
は

水
や
り
を
や
め
、
鉢
土
を
乾
か

し
ま
す
。
冬
は
鉢
か
ら
抜
い
て

株
全
体
を
新
聞
紙
な
ど
に
包
み
、

暖
か
い
室
内
の
棚
の
上
な
ど
に

保
管
し
ま
す
。
４
月
下
旬
に
取

り
出
し
て
鉢
に
植
え
て
や
り
ま

す
。サ

ン
セ
ベ
リ
ア
は
葉
挿

し
で
ふ
や
せ
ま
す
。
６
月

こ
ろ
、
葉
を
５
〜
７
㎝
に

横
切
り
に
し
て
川
砂
や
赤

玉
土
に
挿
し
ま
す
。

す
る
と
、
覆
輪

ふ
く
り
ん

（
葉
な

ど
の
縁
に
斑
が
入
り
、
色

違
い
に
な
っ
て
い
る
も
の
）

の
品
種
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
苗
は
覆
輪
で
は

な
い
も
の
が
出
て
き
ま
す
。

挿
し
木
は
植
物
体
の
一
部
の
再

生
力
を
利
用
し
た
無
性
生
殖
の

一
種
な
の
で
、
親
と
同
じ
覆
輪

の
苗
が
出
な
い
の
は
と
て
も
不

思
議
な
現
象
と
い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
葉
の
基
部
（
茎
）

を
つ
け
て
縦
切
り
に
し
て
挿
す

と
、
覆
輪
の
苗
が
出
て
き
ま
す
。

こ
の
不
思
議
な
現
象
の
カ
ギ
は

茎
に
あ
る
よ
う
で
す
。

比
較
的
丈
夫
で
暑
さ
に
強
い
一
方
、
寒
さ
に
は
極
め
て
弱
い

と
い
う
特
徴
を
も
つ
観
葉
植
物
の
サ
ン
セ
ベ
リ
ア
。

最
近
で
は
、
空
気
を
清
浄
化
す
る
効
果
が
あ
る
植
物
と
し
て

売
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
育
て
る
人
も
多
い
よ

う
で
す
。

今
月
は
、
そ
の
サ
ン
セ
ベ
リ
ア
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

人
気
上
昇
中
の
観
葉
植
物
　
サ
ン
セ
ベ
リ
ア

195

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

葉
挿
し
の
不
思
議

▲サンセベリア

■
障
害
者
就
職
促
進
会

■
マ
イ
カ
ー
点
検
教
室
（
無
料
）

■
新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
「
法
の
日
」
週
間
（
10
月
１
日
〜

７
日
）
く
ら
し
の
無
料
相
談

●
上
級
救
命
講
習
会
（
無
料
）

●
在
宅
介
護
者
の
集
い
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

●
町
内
会
は
市
の
認
可
を
受
け

る
こ
と
で
法
人
（
地
縁
団
体
）

化
で
き
ま
す

▲昨年の講習会で

人口と世帯数 住民基本台帳登録数15.８.１（前月比）

192,125人 94,430人 97,695人 67,086世帯
（＋56） （＋33）（＋23）（＋33）

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

長岡市では、来年10月から、「プラスチッ
ク容器包装材の分別収集、家庭ごみの有料化、
粗大ごみのコール収集」を柱とした『ごみ改
革』を実施する方向で検討を進めています。
現在、市の職員が、みなさんのところにう

かがってごみの有料化等についての市の方針
を説明し、意見をお聴きする『出前講座』を
実施しています。
この出前講座は、今年に入って、すでに

1,000人を超える市民のみなさんにご利用いた
だいています。
みなさんもこの講座を利用して、ごみの減

量とリサイクルについて一緒に考えてみませ
んか。
開催時間＝随時（平日の夜間や土曜日・日曜

日などでも開催できます。詳しくは、
ご相談ください）

対　象＝町内会や子ども会等で（小人数のグ
ループでも利用できます。ご相談く
ださい）

申し込み＝環境業務課蕁24・2837

▲６月27日の市民センターでの出前講座で

来年10月実施予定の
ごみの有料化に関する
出前講座をご利用ください

10
月
１
日
か
ら

身
体
障
害
者
補
助
犬
の

同
伴
可
能
な
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す
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最
近
、
市
内
で
不
審
火
が
原

因
と
み
ら
れ
る
火
災
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
地
域

ぐ
る
み
で
放
火
防
止
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
ま
わ
り
は
整
理
整
と
ん

し
、
燃
え
や
す
い
物
を
置
か

な
い
。

・
車
庫
な
ど
は
外
部
か
ら
進
入

で
き
な
い
よ
う
に
カ
ギ
を
か

け
る
。

・
ゴ
ミ
は
、
決
め
ら
れ
た
日
の

朝
に
出
す
。

担
当
＝
消
防
本
部
予
防
課
蕁
35

・
２
１
９
０

「
歩
く
の
が
面
倒
く
さ
い
」

と
罪
の
意
識
も
な
く
自
転
車
を

盗
む
。
こ
ん
な
犯
罪
が
増
え
て

い
ま
す
。

長
岡
警
察
署
管
内
（
長
岡
市

・
越
路
町
・
山
古
志
村
）
で
も

平
成
13
年
度
〜
14
年
度
に
か
け

て
約
４
倍
と
急
増
し
て
い
ま
す
。

盗
難
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
次

の
点
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

①
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

盗
難
抑
止
の
効
果
が
あ
り
、

盗
難
車
の
返
還
も
迅
速
に
で
き

ま
す
。

②
ツ
ー
ロ
ッ
ク
が
基
本
で
す

通
常
の
か
ぎ
の
ほ
か
、
ワ
イ

ヤ
ー
や
チ
ェ
ー
ン
錠
を
か
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
同
じ
場
所
へ
の
長
期
間
放
置

は
や
め
ま
し
ょ
う

一
箇
所
に
長
期
間
放
置
す
る

と
、
盗
難
に
あ
い
や
す
く
危
険

で
す
。

※
長
岡
市
で
も
、
自
転
車
盗
難

犯
罪
を
抑
止
す
る
た
め
、
長
岡

警
察
署
と
連
携
し
、
現
在
、
長

岡
駅
周
辺
で
監
視
、
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

担
当
＝
防
災
課
蕁
39
・
２
２
０

６
10
月
１
日
現
在
で
全
国
一
斉

に
「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

豊
か
な
暮
ら
し
や
、
や
さ
し
い

住
ま
い
を
考
え
る
た
め
の
大
切

な
調
査
で
す
。

長
岡
市
で
は
、
国
の
定
め
た

方
法
に
よ
り
約
５
、２
０
０
世
帯

が
調
査
対
象
に
選
ば
れ
ま
す
。

対
象
に
な
っ
た
世
帯
に
は
、

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
庶
務
課
蕁
39
・

２
２
４
８

高
齢
者
を
敬
愛
し
、
長
寿
を

お
祝
い
す
る
敬
老
会
は
、
各
地

区
単
位
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
人
に
は
、
各
地
区

の
福
祉
会
、
福
祉
協
議
会
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
ご

案
内
し
ま
す
（
地
区
に
よ
り
開

催
日
は
異
な
り
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
蕁

39
・
２
２
４
５

来
年
４
月
に
友
好
都
市
ド
イ

ツ
ト
リ
ア
ー
市
で
ガ
ー
デ
ン
シ

ョ
ー
が
開
催
さ
れ
、
長
岡
市
と

ト
リ
ア
ー
市
の
友
好
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
日
本
庭
園
が
建
設
さ

れ
ま
す
。

両
市
の
友
好
関
係
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
た
め
、
こ
の
庭
園

建
設
に
対
し
、
善
意
の
ご
寄
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間
＝
10
月
31
日
貊
ま
で

募
金
額
＝
一
口
３
、０
０
０
円
か

ら
　
募
金
方
法
＝
国
際
文
化
課

（
市
役
所
４
階
）、
地
球
広
場
（
な

が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）
ま

た
は
北
越
銀
行
県
内
本
・
支
店

に
あ
る
専
用
振
込
用
紙
で
ご
送

金
く
だ
さ
い
　
問
い
合
わ
せ
＝

国
際
文
化
課
内
長
岡
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
蕁
39
・
２
２
０

７

稲
刈
り
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る

と
、
稲
わ
ら
や
も
み
殻
の
焼
却

に
よ
る
煙
公
害
が
発
生
し
、
①

目
・
の
ど
の
痛
み
や
ぜ
ん
息
の

悪
化
②
視
界
不
良
に
よ
る
交
通

障
害
③
洗
濯
物
に
に
お
い
が
つ

く
④
火
災
の
危
険
な
ど
、
多
く

の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
生
活
環
境
へ
の

悪
影
響
を
な
く
し
、
美
し
い
環

境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

☆
稲
わ
ら
・
も
み
殻
を
使
っ
て

元
気
な
田
ん
ぼ
に
！

稲
わ
ら
・
も
み
殻
は
大
切
な

有
機
資
源
で
す
。
燃
や
さ
ず
、

土
に
も
ど
し
、
有
効
活
用
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

〈
土
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
秋
す
き
込
み
は
、
10
月
20
日

こ
ろ
ま
で
に

②
腐
熟
促
進
剤
（
よ
う
り
ん
、

ケ
イ
カ
ル
）
の
施
用
で
分
解

促
進
を

③
５
〜
10
㎝
程
度
の
浅
う
ち
で

④
排
水
溝
を
作
り
地
表
水
を
排

除
し
通
気
性
を
高
め
て

※
も
み
殻
は
３
０
０
㎏
（
20
ア

ー
ル
分
）
を
10
ア
ー
ル
に
施

し
ま
す

問
い
合
わ
せ
＝
農
林
振
興
課
蕁

39
・
２
２
２
３

勤
務
地
は
い
ず
れ
も
寺
泊
老
人
ホ

ー
ム
で
す
。

応
募
申
込
書
の
請
求
や
問
い
合
わ

せ
は
、
〒
９
４
０
―
２
５
０
２
三
島

郡
寺
泊
町
金
山
４
３
２
寺
泊
老
人
ホ

ー
ム
蕁
75
・
２
０
３
８
へ
。

①
臨
時
職
員
募
集

採
用
期
間
＝
10
月
１
日
貉
〜
平
成
16

年
３
月
31
日
貉

職
種
と
人
数
＝
寮

父
（
母
）
１
人
　
応
募
資
格
＝
昭
和

38
年
４
月
２
日
〜
昭
和
59
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
人

９
月
12
日
貊

ま
で
に
履
歴
書
を
添
え
て

②
正
規
職
員
募
集

採
用
予
定
日
＝
平
成
16
年
４
月
１
日

職
種
と
人
数
＝
寮
父
（
母
）
２
人

応
募
資
格
＝
昭
和
38
年
４
月
２
日
〜

昭
和
59
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

で
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
持
つ
人
ま

た
は
採
用
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

試
験
日
＝
10
月
７
日
貂

試
験
会
場

＝
寺
泊
老
人
ホ
ー
ム

９
月
８
日

豺
〜
19
日
貊
に
所
定
の
申
込
書
で

活
動
日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
日
曜
日

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

対
象
＝
１
０
０
ｍ
以
上
泳
げ
て
、
地

道
な
活
動
を
支
え
て
く
れ
る
熱
意
の

あ
る
人

長
岡
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
井

上
さ
ん
蕁
39
・
８
４
７
７

期
日
＝
９
月
28
日
豸

目
的
地
＝
湯

沢
高
原
ア
ル
プ
の
里
　
内
容
＝
車
い

す
る
町
内
会
等
は
、
９
月
24
日

貉
ま
で
に
生
涯
学
習
課
蕁
32
・

０
４
３
７
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
多
数
の
場
合
は
、
９
月

30
日
貂
午
後
７
時
か
ら
抽
選
し

１
団
体
を
決
定
し
ま
す
。

採
用
予
定
日
＝
平
成
16
年
４
月

１
日
　
職
種
と
人
数
＝
介
護
職

員
３
人
程
度
　
職
務
内
容
＝
①

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
②
介

護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成
）
業
務
③
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
業
務
等
の

い
ず
れ
か
の
業
務
　
応
募
資
格

＝
申
し
込
み
時
に
介
護
支
援
専

門
員
、
介
護
福
祉
士
、
社
会
福

祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有

し
、
か
つ
普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
有
す
る
人
　
試
験
日
＝
第

１
次
試
験
…
10
月
４
日
貍
、
第

２
次
試
験
…
10
月
25
日
貍
（
予

定
）

申
し
込
み
＝
９
月
16
日

貂
〜
30
日
貂
に
所
定
の
申
込
書

で
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会（
水

道
町
３
の
５
の
30
）
へ
　
申
込

書
配
布
場
所
＝
長
岡
市
社
会
福

祉
協
議
会
蕁
32
・
１
４
４
２
ま

た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
室
（
市

役
所
幸
町
分
室
内
）
で

日
本
の
開
国
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
、
今

年
で
１
５
０
年
を
迎
え
ま
す
。

姉
妹
都
市
の
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス

市
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
た
日

米
親
善
行
事
と
し
て
日
本
祭
り

等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
本
祭
り
へ
の
参
加
、

全
米
有
数
の
美
術
館
や
西
部
な

ら
で
は
の
ロ
デ
オ
見
学
、
現
地

の
人
々
と
の
交
流
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

期
間
＝
10
月
17
日
貊
〜
21
日
貂

（
３
泊
５
日
。
そ
の
後
、
他
都

市
を
回
る
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア

ー
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
も
で
き
ま
す
。
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

参
加
料
＝
約
15
万
円
（
予
定
）

申
し
込
み
＝
９
月
19
日
貊
ま
で

に
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
「
地
球

広
場
」
内
譛
長
岡
市
国
際
交
流

協
会
事
務
局
蕁
39
・
２
７
１
４
、

FAX
39
・
２
７
１
５
、
Ｅ
メ
ー
ル

kouryu-c@
city.nagaoka.niig

ata.jp

へ

☆
私
立
幼
稚
園
協
会

受
け
付
け
＝
10
月
１
日
貉
か
ら

対
象
＝
３
〜
５
歳
児
（
平
成
16

年
４
月
１
日
現
在
）

申
し
込

み
＝
各
幼
稚
園
へ

☆
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部

附
属
幼
稚
園

募
集
人
数
＝
３
歳
児
20
人
程
度
、

４
歳
児
10
人
程
度
　
願
書
の
請

求
＝
10
月
１
日
貉
〜
31
日
貊
の

平
日
に
附
属
長
岡
校
園
事
務
室

（
学
校
町
１
の
１
の
１
）
蕁
32

・
４
９
５
６
へ
直
接

ス
ロ
ー
ガ
ン

夕
暮
れ
の

道
路
を
照
ら
す

マ
ナ
ー
と
ラ
イ
ト

担
当
＝
防
災
課
蕁
39
・
２
２
０

６
平
成
16
年
度
に
町
内
公
民
館

の
建
設
等
を
計
画
し
、
市
の
補

助
金
を
希
望
す
る
町
内
会
は
、

町
内
公
民
館
建
設
補
助
要
望
書

（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
①
町
内
公
民
館
の
新
築
、

増
改
築
ま
た
は
購
入
（
事
業
費

が
１
０
０
万
円
以
上
の
場
合
に

限
る
）
②
既
存
公
民
館
の
高
齢

者
、
障
害
者
の
た
め
の
改
造
（
事

業
費
30
万
円
以
上
）

申
し
込

み
＝
10
月
31
日
貊
ま
で
に
生
涯

学
習
課
蕁
32
・
０
４
３
７
へ

譛
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
事
業
収
入
を
財
源
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
行

う
施
設
や
設
備
（
み
こ
し
等
）

の
整
備
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
度
に
助
成
を
希
望

す
の
介
助
や
参
加
者
の
誘
導
な
ど

参
加
料
＝
大
人
２
、５
０
０
円
、
学
生

２
、０
０
０
円
、
小
学
生
１
、５
０
０
円

持
ち
物
＝
昼
食

ひ
ま
わ
り
号
を

走
ら
せ
る
会
事
務
局
・
久
保
さ
ん
蕁

・
FAX
25
・
０
５
１
７

日
時
＝
９
月
22
日
豺
午
後
２
時
〜
３

時
30
分
　
内
容
＝
精
神
科
医
師
に
よ

る
精
神
一
般
相
談
（
予
約
制
）

会

場
・

長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務
所

地
域
保
健
課
蕁
33
・
４
９
３
１

年
々
増
加
し
て
い
る
糖
尿
病
。
正

し
い
理
解
が
予
防
と
療
養
の
基
本
で

す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
４
日
貍
午
後
１
時
〜
５

時
　
会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
　
内
容
＝
講
演
、

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
ほ
か
　
定
員
＝
３

０
０
人

長
岡
市
医
師
会
事
務
局

蕁
32
・
１
９
０
０

期
日
と
会
場
＝
①
９
月
24
日
貉
…
表

町
公
民
館
蕁
38
・
０
２
０
８
②
９
月

29
日
豺
…
希
望
が
丘
公
民
館
蕁
29
・

０
８
０
８
③
10
月
７
日
貂
…
中
島
公

民
館
蕁
35
・
４
９
５
４
　
時
間
＝
午

前
10
時
〜
正
午
　
内
容
＝
講
話
と
試

食
、
子
育
て
情
報
交
換
（
①
②
③
と

も
同
じ
内
容
で
す
）

対
象
＝
１
歳

未
満
児
と
保
護
者
　
講
師
＝
栄
養
士

・
坂
内
泉
さ
ん
・
五
十
嵐
貴
子
さ
ん

持
ち
物
＝
親
子
の
ス
プ
ー
ン
と
食
器

定
員
＝
各
回
20
組
（
先
着
）

各

会
場
へ
電
話
で
　

健
康
課
内
母
子

保
健
推
進
員
協
議
会
事
務
局
蕁
32
・

５
０
０
０

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

ＢＳＮラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒間

エヌ・シィ・ティ「長岡市のお知らせ」
（長岡ケーブルテレビ）
毎週月曜日の午後６時から４分間

ＦＭながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後５時15分～22分

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
メールマガジン「米百俵メール」のお申し込みもこちらから
どうぞ。

●
農
家
の
み
な
さ
ん

稲
わ
ら
・
も
み
殻
の
焼
却
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

●
み
ん
な
で
築
こ
う

放
火
さ
れ
な
い
ま
ち

●
自
転
車
の
盗
難
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

▲「かぎをかけずにとめてい
る自転車はないかな」（８月
11日・駅周辺のパトロールで

●
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

●
敬
老
会
は

地
区
単
位
で
開
催
さ
れ
ま
す

●
友
好
都
市
ト
リ
ア
ー
の

日
本
庭
園
建
設
の
た
め
の

募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

●
９
月
21
日
　
〜
30
日
　
は

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

●
町
内
公
民
館
建
設
補
助
金
の

希
望
町
内
会
募
集

●
自
治
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
希
望
町
内
会
募
集

●
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

正
規
職
員
募
集

●
姉
妹
都
市
テ
キ
サ
ス
州

フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
訪
問

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集
！

●
平
成
16
年
度
園
児
募
集

（日）

（火）

▲今年度の補助金で整備
した村松町の町内みこし

▲フォートワース

幼
稚
園
名�

所
在
地�

電
　
話�

帝
京
長
岡�

干
場
１�

1
32
・
３
５
１
６�

長
岡
聖
母�

福
住
３�

1
32
・
４
９
４
７�

長
岡
み
の
り�

石
内
２�

1
32
・
３
５
８
４�

長
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
天
使�

表
町
４�

1
32
・
４
７
２
７�

長
岡
和
光�

長
町
２�

1
34
・
２
５
９
７�

長
　
　
生�

西
千
手
２�

1
33
・
５
３
２
５�

中
　
　
島�

中
島
１�

1
34
・
０
４
０
０�

太
　
　
陽�

希
望
が
丘
１�

1
27
・
０
６
１
０�

希
望
が
丘�

福
島
町�

1
22
・
７
０
５
０�

鵬�

豊
　
２�

1
36
・
５
６
０
０�

東
　
　
光�

上
条
町�

1
35
・
５
１
６
６�

明
　
　
幸�

錦
　
１�

1
33
・
８
７
１
７�

白
ゆ
り�

下
条
町�

1
22
・
３
６
９
９�

長
　
　
峰�

下
山
２�

1
27
・
２
３
４
０�

鵬
第
一�

緑
町
１�

1
28
・
１
５
０
０�

中
沢
白
ゆ
り�

中
沢
町�

1
33
・
７
５
０
４�

計画外流通米の販売には届け出が必要です
米の生産者が消費者や販売業者に直接、米を販売するときは、北
陸農政局新潟農政事務所にあらかじめ届け出が必要です。
届け出用紙は、市役所５階農林振興課と各農協の窓口にあります。
届け出先＝北陸農政局新潟農政事務所地域第一課（古正寺町）

†２７・２０１１、FAX２７・２０１２

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
長
岡
栃
尾
三
古
立
寺
泊
老
人
ホ
ー

ム
組
合
職
員
募
集
お
知
ら
せ

■
障
害
者
水
泳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■
友
情
列
車
・
ひ
ま
わ
り
号
（
臨
時

列
車
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■
糖
尿
病
を
知
る
つ
ど
い
（
無
料
）

■
離
乳
食
講
習
会
（
無
料
）

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）
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会
場
・
実
施
時
間
等
が
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム

蕁
29
・
２
３
５
０
で
は
、
毎
日

献
血
が
で
き
ま
す
。

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時

母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

参
照
し
て
市
内
の
小
児
科
医
・

病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

９
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
…
平

成
15
年
５
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
14
年
11
月
生
ま
れ

持
ち
物
＝
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、

赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月
児
の

み
）か

ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う

え
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間

＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
　
定

員
＝
各
日
４
人
（
先
着
）

対
象
＝
車
い
す
の
利
用
者
等
で
、

集
団
で
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
を
受
診
す
る
の
が
困
難
な
人

日
時
＝
10
月
１
日
貉
・
２
日
貅

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
　
会
場

＝
10
月
１
日
貉
…
さ
ん
わ
工
房
、

２
日
貅
…
健
康
セ
ン
タ
ー
　
申

し
込
み
＝
９
月
19
日
貊
ま
で

糖
尿
病
を
正
し
く
知
り
、
上

手
に
つ
き
あ
う
食
事
の
ポ
イ
ン

ト
を
無
料
で
紹
介
し
ま
す
。

期
日
＝
10
月
23
日
貅

時
間
＝

Ａ
…
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10

分
、
Ｂ
…
午
後
２
時
10
分
〜
２

時
50
分
、
Ｃ
…
午
後
２
時
50
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
健
康
セ

ン
タ
ー
　
定
員
＝
各
４
人
（
先

着
）

内
容
＝
栄
養
士
・
保
健

師
に
よ
る
食
事
個
別
相
談
と
血

液
検
査
結
果
の
見
方
な
ど
　
持

ち
物
＝
健
康
手
帳
　
申
し
込
み

＝
前
日
ま
で
に
電
話
で

30
歳
〜
60
歳
（
昭
和
18
年
４

月
２
日
〜
49
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
の
女
性
を
対
象
に
骨
粗
し

ょ
う
症
予
防
検
診
を
実
施
し
ま

す
。女

性
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に

な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
予
防
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
７
日
貊
・
10
日
豺

の
午
前
８
時
40
分
〜
10
時
40
分
、

午
後
１
時
10
分
〜
３
時
10
分

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
内
容

＝
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
話
、

体
操
、
手
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

（
所
要
時
間
１
時
間
半
程
度
）

定
員
＝
各
１
０
０
人
　
料
金
＝

８
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
９
月

５
日
貊
か
ら
電
話
で

昨
年
１
年
間
の
が
ん
に
よ
る

死
亡
者
は
、
全
国
で
30
万
４
千

人
を
超
え
、
22
年
連
続
し
て
死

因
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に
、

食
生
活
や
た
ば
こ
な
ど
の
生
活

習
慣
を
見
直
す
と
と
も
に
、
が

ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

た
め
の
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
市
が
実
施
す
る
各
種

が
ん
検
診
の
受
診
率
は
10
％
前

後
で
、
県
の
平
均
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
ま
す
。

自
分
と
家
族
の
た
め
に
、
み

ん
な
で
が
ん
予
防
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

11
月
１
日
貍
〜
５
日
貉
ま
で
、

厚
生
会
館
で
開
催
さ
れ
る
、
芸

術
の
祭
典
『
市
展
』
に
あ
な
た

も
出
展
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
要
項
・
出
品
申
込
書
・

作
品
貼
付
票
は
、
な
が
お
か
市

民
セ
ン
タ
ー
、
各
図
書
館
、
中

央
・
各
地
区
公
民
館
、
厚
生
会

館
、
画
材
店
、
書
道
用
品
店
、

一
部
カ
メ
ラ
店
に
あ
り
ま
す
。

部
門
＝
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
道
、
写
真
　
応
募
作

品
＝
未
発
表
の
創
作
作
品
　
応

募
資
格
＝
中
学
生
以
上
（
市
外

在
住
者
も
可
）
応
募
方
法
（
作

品
搬
入
）
＝
10
月
28
日
貂
午
後

２
時
〜
７
時
に
厚
生
会
館
２
階

ロ
ビ
ー
（
写
真
は
１
階
第
２
小

ホ
ー
ル
）
へ
　
出
品
手
数
料
＝

一
般
…
１
点
１
、５
０
０
円
（
１

点
増
す
ご
と
に
１
、０
０
０
円
）、

中
・
高
校
生
…
１
点
１
、０
０
０

円
（
１
点
増
す
ご
と
に
８
０
０

円
）

問
い
合
わ
せ
＝
国
際
文

化
課
蕁
39
・
２
２
５
１

日
時
＝
10
月
11
日
貍
午
後
１
時
〜
４

時
　
会
場
＝
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

講
師
＝
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
部

教
授
・
東
京
厚
生
年
金
病
院
整
形
外

科
客
員
部
長
・
武
藤
芳
照
さ
ん
　
定

員
＝
４
０
０
人
（
先
着
）

９
月

25
日
貅
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
往
復

は
が
き
で
、
〒
９
４
０
―
０
８
６
１

川
崎
町
７
７
９
の
１
中
村
整
形
外
科

医
院
内
長
岡
整
形
外
科
医
会
講
演
会

事
務
局
蕁
36
・
７
６
８
８
へ

①
②
と
も
、
対
象
は
15
歳
以
上
で
、

４
日
間
す
べ
て
受
講
で
き
る
人
で
す
。

①
家
庭
看
護
法
介
助
員
養
成
講
習
会

日
時
＝
９
月
13
日
貍
、
14
日
豸
、
20

日
貍
、
21
日
豸
の
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
　
会
場
＝
長
岡
赤
十
字
病
院
講

堂
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
昼
食
、

上
履
き
、
活
動
し
や
す
い
服
装
　
定

員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、

０
０
０
円

９
月
10
日
貉
ま
で
に

電
話
で

②
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
会

日
時
＝
９
月
27
日
貍
・
28
日
豸
、
10

月
11
日
貍
、
12
日
豸
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
昼
食
、
活
動

し
や
す
い
服
装
　
定
員
＝
30
人
（
先

着
）

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円

９
月
19
日
貊
ま
で
に
電
話
で

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
医

療
機
関
に
備
え
て
あ
る
「
接
種

上
の
注
意
事
項
」
を
確
認
し
、

「
予
診
票
」
に
記
入
・
署
名
の

う
え
、
医
師
の
問
診
を
受
け
て

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
長
岡
市
に
住
所
が
あ
り

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
人
（
接
種
日
現

在
の
満
年
齢
）
②
60
歳
以
上
65

歳
未
満
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
な
ど
に
重
い
病
気
（
そ

れ
ぞ
れ
１
級
）
が
あ
る
人
（
確

認
が
必
要
で
す
。
事
前
に
健
康

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

期
間
＝
10
月
１
日
貉
〜
平
成
16

年
３
月
31
日
貉

場
所
＝
市
内

の
実
施
委
託
医
療
機
関
（
市
外

も
一
部
可
。
事
前
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
）

回
数
＝
１
人
１

回
　
料
金
＝
１
、０
５
０
円
（
医

療
機
関
で
。
生
活
保
護
世
帯
の

人
は
無
料
）

持
参
す
る
も
の

＝
保
険
証
、
健
康
手
帳
（
持
っ

て
い
る
人
の
み
）

今
年
度
、
ま
だ
乳
が
ん
検
診

を
受
診
し
て
い
な
い
人
を
対
象

に
、
視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
（
乳
房
Ｘ
線
撮
影
）
を
併
用

し
た
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

対
象
＝
50
歳
以
上
の
女
性
お
よ

び
50
歳
未
満
で
乳
が
ん
の
既
往

歴
が
あ
る
女
性
、
ま
た
は
二
親

等
以
内
の
家
族
に
乳
が
ん
に
な

っ
た
人
が
い
る
女
性
　
期
間
＝

来
年
２
月
28
日
貍
ま
で
　
負
担

金
＝
１
、４
０
０
円
（
70
歳
以
上

は
無
料
。
受
診
後
、
納
付
書
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
指
定
金
融

機
関
に
納
め
て
く
だ
さ
い
）

会
場
・
申
し
込
み
＝
電
話
で
左

表
の
医
療
機
関
へ

40
歳
（
昭
和
38
年
４
月
２
日

〜
39
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
と

50
歳
（
昭
和
28
年
４
月
２
日
〜

29
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
を
迎

え
る
人
を
対
象
に
無
料
歯
周
病

検
診
（
歯
ブ
ラ
シ
代
の
実
費
が

必
要
）
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
受
診
券
を
送

付
し
て
い
ま
す
（
届
か
な
い
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）。

受
診
券
と
保
険
証
を
用
意
の

上
、
長
岡
歯
科
医
師
会
加
入
歯

科
医
院
へ
あ
ら
か
じ
め
予
約
の

う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
９
月
１
日
豺
〜
11
月
29

日
貍

①
足
腰
お
達
者
ク
ラ
ブ

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人

な
ど
に
機
能
訓
練
室
を
開
放
し

て
い
ま
す
。
器
具
の
利
用
や
軽

体
操
で
自
主
的
に
訓
練
が
で
き

ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分（
９

月
15
日
豢
は
休
み
）

②
運
動
指
導

運
動
指
導
員
に
よ
る
簡
単
な

体
力
チ
ェ
ッ
ク
や
運
動
指
導
を

行
い
ま
す
（
予
約
制
）。

日
時
＝
10
月
２
日
貅
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
定
員
＝
各

７
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝

健
康
課
へ
電
話
で

③
足
腰
健
康
相
談
室

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

運
動
や
、
寝
た
き
り
、
痴
呆
の

予
防
な
ど
に
つ
い
て
理
学
療
法

士
・
保
健
師
が
個
別
に
相
談
に

応
じ
ま
す
（
予
約
制
）。

日
時
＝
９
月
25
日
貅
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
定
員
＝
３

人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
健

康
課
へ
電
話
で

新
潟
県
鍼
灸
師
会
の
会
員
が
、
無

料
で
相
談
・
治
療
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
９
月
14
日
豸
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

け
さ
じ
ろ
第
二
、
三
和
室
　

遠
藤

鍼
灸
院
蕁
33
・
８
６
５
５

日
時
＝
９
月
14
日
豸
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
２
時
30
分
　
会
場
＝
厚
生
会

館
　
内
容
＝
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
血
圧
、

骨
密
度
測
定
ほ
か
）、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
歌
声
い
や
し
の
コ
ー
ナ
ー
な

ど
　
参
加
料
＝
福
引
券
付
２
０
０
円

（
小
学
生
以
下
無
料
）

な
が
お

か
医
療
生
協
内
実
行
委
員
会
蕁
38
・

０
８
１
３

本
人
や
そ
の
家
族
が
集
ま
っ
て
、

治
療
に
関
す
る
相
談
や
情
報
交
換
な

ど
を
行
い
ま
す
。

会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
９
月
21
日
豸
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
川
崎
地
区
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
参
加
料
＝
５
０
０
円

（
会
員
は
無
料
）

持
ち
物
＝
昼
食

高
尾
朋
子
さ
ん
蕁
・
FAX
39
・
７
８

３
１

日
時
＝
10
月
11
日
貍
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
　
会
場
＝
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡

内
容
＝
「
脳
卒
中
の
画
像
診
断
」
・

「
脳
卒
中
の
外
科
治
療
に
つ
い
て
」

９
月
30
日
貂
ま
で
に
長
岡
中
央
綜

合
病
院
総
務
課
蕁
35
・
３
７
０
０
、

FAX
33
・
９
５
９
６
へ

長岡市精神障害者家族会
心に病を持つ人の家族の会です。
会では、とまどいや不安を家族共通の体験として語り合うことのでき
るつどいを開催しています。申し込みは不要です。直接会場へどうぞ。
日　時＝９月19日貊・10月16日貅午前10時～正午　
会　場＝社会福祉センター（水道町３）
問い合わせ＝介護保険課内精神障害者家族会事務局

蕁３９・２２４５

●
長
岡
市
美
術
展
覧
会
（
市
展
）

参
加
作
品
募
集

▲昨年の市展で

健
康
課

†
32
・
5
0
0
0

FAX
39
・
5
2
2
2

kenkou@
city.nagaoka.niig

ata.jp

●
市
民
街
頭
献
血
（
全
血
献
血
）

１期
日�

会
　
場�

時
　
　
間�

10／４�
g

ダ
イ
エ
ー�

　長
岡
店�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分�

午
後
０
時
30
分
〜
４
時�

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

２●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

３

●
車
い
す
利
用
者
の
た
め
の
結

核
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
）（
無
料
）

４ 期
日�

相
談
内
容�

担
　
　
当�

９／24�
d

10／15�
d

心
の
健
康�

栄
養
や
健
康
に�

関
す
る
こ
と�

保
健
師
・�

精
神
保
健
福
祉
相
談
員�

栄
養
士�

保
健
師�

●
糖
尿
病
食
事
個
別
相
談

５

●
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診

６●
９
月
は
が
ん
征
圧
月
間
で
す

７

●
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち

の
機
能
訓
練
室
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
無
料
）

８

●
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

９●
乳
が
ん
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
併

用
検
診
（
個
別
検
診
）

10

●
40
歳
・
50
歳
を
迎
え
た
人
の

た
め
の
歯
周
病
検
診

11

月曜日・木曜日
火曜日・金曜日
水曜日・土曜日

診療科目
休 日 急 患 診 療 所

135・8255
FAX35・8266

内科（小児科）
外科

受　付　時　間

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
133・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

７日a・21日a

14日a・23日-

15日-・28日a

長岡赤十字病院（128・3600）
長岡中央綜合病院（135・3700）
立 川 綜 合 病 院（133・3111）

長岡赤十字病院（128・3600）
長岡中央綜合病院（135・3700）
立 川 綜 合 病 院（133・3111）

9月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用
ください。
盧休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日
急患診療所へ。
盪夜間等の当番病院
①平日

②休日

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

医
療
機
関�

実
施
日�

長
岡
赤
十
字
病
院�

1
28
・
３
６
０
０�

月
・
金
の�

午
前�

長
岡
中
央
綜
合
病
院�

1
35
・
３
７
０
０�

不
定
期
（
お�

問
い
合
わ
せ�

く
だ
さ
い
）�

立
川
綜
合
病
院�

1
33
・
３
１
１
１�

月
〜
土
（
第�

１
・
３
土
曜�

日
を
除
く
）�

の
午
前�

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
「
骨
と
関
節
の
日
」
記
念
講
演
会

「
転
倒
予
防
教
室
・
転
ば
ぬ
先
の

杖
と
知
恵
」（
無
料
）

■
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部

蕁
０
２
５
・
２
３
１
・
３
１
２
１

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
は
り
・
き
ゅ
う

無
料
相
談
治
療
会

■
２
０
０
３
健
康
ま
つ
り

■
口
唇
口
蓋
裂
友
の
会
新
潟
支
部

交
流
会

■
に
い
が
た
脳
卒
中
公
開
講
座

脳
卒
中
を
見
よ
う
！
（
無
料
）


